
発
展
途
上
国
と
国
際
貿
易
体
制
(
二
・

5

は

め

に

一
ガ
ッ
ト
体
制
と
発
展
途
上
国

ニ
ハ
i
パ
ラ
!
報
告

一-一

U
N
C
T
A
D
創
設
と
ガ
ッ
ト
第
四
部

四
一
般
特
恵
制
度
の
発
足

j
i
-
-
j
i
-
-
-
(以
上
、
前
号
所
載
)

五
主
要
国
の
一
般
特
恵
制
度

穴
一
次
産
品
総
合
計
一
間

七
東
京
ラ
ウ
ン
ド
の
「
授
権
条
項
」

む

す

び

:

・

じ

:
〈
以
上
、
本
号
所
載
)

五

主
要
国
の
一
般
特
恵
制
度

丹

羽

克

治

一
般
特
恵
制
度
は
、

E
C
の
一
九
七
一
年
七
月
一
日
実
施
を
皮
切
り
に
、
各
国
に
よ
っ
て
次
々
に
実
施
さ
れ
て
い
っ
た
。
現
在
、

般

特
恵
制
度
を
実
施
し
て
い
る
国
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、

発
展
途
上
国
と
国
際
貿
易
体
制
っ
て
完
)

ベ
ル
ギ
ー
、
カ
ナ
ダ
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
ブ

七
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四
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七

ラ
ン
ス
、
西
ド
イ
ツ
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
イ
タ
リ
ア
、
日
本
、

ル
グ
セ
ン
ブ
ル
グ
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、

ハ
l
〉

ス
イ
ス
、
イ
ギ
リ
ス
お
よ
び
ア
メ
リ
カ
の
一
九
ヵ
国
で
あ
る
。
以
下
、
主
要
国
の
特
恵
制
度
の
内
容
を
簡
単
に
み
て
い

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
ハ
2
V

く
こ
と
に
す
る
。

ア
メ
リ
カ

ア
メ
リ
カ
の
一
般
特
恵
制
度
は
、
現
在
特
恵
制
度
を
実
施
し
て
い
る

O
E
C
D
加
盟
一
九
ヵ
国
の
な
か
で
、
も
っ
と
も
遅

れ
て
一
九
七
六
年
一
月
一
日
に
導
入
さ
れ
た
。
同
制
度
は
、
「
一
九
七
四
年
通
商
法
」
第
五
部
の
規
定
お
よ
び
同
規
定
を
一
部
改
訂
し
た

「
一
九
七
九
年
通
商
協
定
法
」
の
規
定
に
も
と
づ
い
て
実
施
さ
れ
て
い
る
。

(1) 

特
恵
受
益
国
は
、
大
統
領
に
よ
っ
て
指
定
さ
れ
る
。
大
統
領
は
、
当
該
国
に
よ
る
受
益
国
と
し
て
の
指
定
を
受
け
た
い
旨
の
希
望

を
ふ
ま
え
て
、
刊
当
該
国
の
経
済
発
展
水
準
、

H
W

主
要
先
進
国
の
当
該
国
に
対
す
る
特
恵
供
与
の
有
無
、
刊
当
該
国
の
市
場
ア
ク
セ
ス
の

状
況
な
ど
を
考
慮
し
て
指
定
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
入

O
年
の
受
益
国
数
は
一
因
。
(
一

O
八
ヵ
国
お
よ
び
三
二
地
域
)
で
あ
る
。

ま
た
大
統
領
は
、
次
の
国
を
受
益
固
と
し
て
指
定
で
き
な
い
。

i
マ
ニ
ア
と
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
を
除
く
て

す
な
わ
ち
、
仲
中
国
、
キ
ュ
ー
バ
、
ベ
ト
ナ
ム
等
の
共
産
主
義
国
ハ
ル

制
重
要
資
源
の
供
給
制
限
ま
た
は
不
当
な
価
格
引
き
上
げ
を
行
な
う
O
P
E
C
お
よ
び
そ
の
他
の

国
〈
本
規
定
の
該
当
国
は
ヴ
ェ
ネ
ズ
エ
ラ
、
エ
ク
ア
ド
ル
お
よ
び
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
を
除
く
O
P
E
C
諸
国
〉
、
付
ア
メ
リ
カ
い
が
い
の
先
進
国
に
対
し

逆
特
恵
を
供
与
し
て
い
る
国
(
該
当
国
は
E
C
と
特
恵
関
係
に
あ
る
ス
ペ
イ
ン
マ
帥
ア
メ
リ
カ
企
業
の
海
外
子
会
社
を
十
分
な
補
償
を
提
供
す

る
こ
と
な
く
国
有
化
な
ど
で
没
収
し
て
い
る
国
ハ
該
当
国
は
エ
チ
オ
ピ
ア
〉
な
ど
で
あ
る
。

川
特
恵
対
象
品
目
は
、
農
水
産
品
お
よ
び
鉱
工
業
品
と
も
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
リ
ス
ト
方
式
に
も
と
づ
い
て
指
定
さ
れ
て
い
る
。
八

O
年

の
対
象
品
目
数
は
、

T
S
U
S五
桁

?
tス
で
、
農
水
産
晶
玉
二
↓
一
品
目
、
鉱
工
業
品
二
五
六
九
品
目
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
繊
維
取

り
極
め
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
繊
維
お
よ
び
衣
類
、
時
計
、
輸
入
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
な
電
子
機
器
(
輸
入
品
と
の
競
争
に
さ
ら
さ
れ
る
と
、
た
ち



ま
ち
そ
の
競
争
に
負
け
て
姿
を
消
す
恐
れ
の
あ
る
国
産
品
を
、
競
争
に
敏
感
な
品
目
と
い
う
意
味
で
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
品
目
と
呼
ぶ
)
、
輸
入
セ
ン
シ
テ

ィ
ブ
な
鉄
鋼
製
品
、
は
き
も
の
等
は
、
特
恵
対
象
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
る
。

(3) 

特
恵
関
税
率
は
、
農
水
産
品
お
よ
び
鉱
工
業
品
の
全
特
恵
対
象
品
目
に
つ
い
て
、
無
税
と
な
っ
て
い
る
。

(4) 

セ
ー
ブ
ガ

i
ド
措
置
と
し
て
は
、
競
争
力
条
項
に
も
と
づ
く
措
置
と
大
統
領
権
限
に
も
と
づ
く
措
置
と
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
前

者
は
、
競
争
力
含
有
し
て
い
る
受
益
国
か
ら
の
特
恵
輸
入
を
制
隈
す
る
た
め
に
と
ら
れ
る
措
置
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
あ
る
年
、
あ
る

品
目
に
つ
い
て
、
次
の

ωま
た
は
納
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
額
を
ア
メ
リ
カ
に
輸
出
す
る
国
に
対
し
て
は
、
当
該
品
目
に
つ
い
て
の
特

恵
適
用
が
停
止
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち

-ω
ア
メ
リ
カ
の
当
該
暦
年
の
前
年
の

G
N
P
の、

一
九
七
四
年
の

G
N
P
に
対
す
る
比
率
に
、

五
O
O万
ド
ル
を
乗
じ
た
額
を
超
え
る
額
、

M
W

当
該
品
目
の
ア
メ
リ
カ
の
総
輸
入
額
の
五

O
%以
上
の
額
、
で
あ
る
。
ま
た
後
者
の
大
統

領
権
限
に
も
と
づ
く
措
置
で
は
、
大
統
領
は
、
い
か
な
る
品
目
ま
た
は
い
か
な
る
固
に
対
し
て
も
特
恵
の
適
用
を
撤
回
、
停
止
ま
た
は
制

限
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
措
置
は
、
受
益
国
の
経
済
発
展
水
準
、
他
の
特
恵
供
与
国
の
取
り
扱
い
、
ア
メ
リ
カ

国
内
産
業
の
競
争
闘
係
な
ど
を
考
慮
し
て
と
ら
れ
る
。

E 
C 

E
C
の
一
般
特
恵
制
度
は
、

一
九
七
一
年
七
月
一
日
に
導
入
さ
れ
た
。

そ
の
詳
細
は
、

「
E
C
理
事
会
規
則
」
、

「

E
C
S
C

(
欧
州
石
炭
鉄
鋼
共
同
体
)
決
定
」
な
ら
び
に
「
E
C
委
員
会
規
則
」
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
て
い
る
。

(1) 

受
益
国
と
し
て
は
、
原
則
と
し
て
七
七
力
関
グ
ル
ー
プ
に
属
す
ろ
発
展
途
上
国
と
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
七
七
ヵ
国
グ
ル
ー
プ
に

属
さ
な
い
中
国
が
八

O
年
よ
り
受
益
国
に
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
同
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
北
朝
鮮
お
よ
び
マ
ル
タ
は
受
益
国
と
さ
れ
て

い
な
い
。
八
一
年
に
は
、

一
二
四
ヵ
国
お
よ
び
二
三
地
域
が
受
益
固
と
な
っ
て
い
る
。

(2) 

対
象
品
目
は
、
農
水
産
品
に
つ
い
て
は
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
リ
ス
ト
方
式
を
採
用
し
て
お
り
、

C
C
C
N
四
桁
べ

l
ス
で
九
一
品
目
に

発
展
途
上
国
と
国
際
貿
易
体
制
つ
一
・
完
)

七
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特
恵
を
供
与
し
て
い
る
。
他
方
、
鉱
工
業
品
に
つ
い
て
は
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
・
リ
ス
ト
方
式
を
採
用
し
て
お
り
、
可
溶
性
で
ん
粉
、
カ
ゼ
イ
ン

等
農
産
加
工
品
五
品
目
と
大
海
石
、
石
山
氏
、
生
糸
、
金
属
塊
等
一
次
産
品
・
一
次
加
工
品
三
九
品
目
の
計
四
四
品
目

(
C
C
C
N
四
桁
べ

I

ス
)
を
除
く
品
目
を
特
恵
対
象
と
し
て
い
る
。

(3) 

税
率
は
、
農
水
産
品
に
つ
い
て
は

E
C
共
通
関
税
率
か
ら
二

O
I
一
O
O
Mを
カ
ッ
ト
し
た
税
率
で
あ
り
、
鉱
工
業
品
に
つ
い
て

は
す
べ
て
無
視
で
あ
る
。

(4) 

セ
ー
フ
ガ
i
ド
措
置
と
し
て
は
、
農
水
産
品
に
つ
い
て
は
、

E
C
域
内
産
業
に
被
害
を
お
よ
ぼ
す
か
、
ま
た
は
お
よ
ほ
す
恐
れ
が

あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
に
特
恵
の
適
用
を
停
比
す
る
と
い
う
、

エ
ス
ケ
ー
プ
・
ク
ロ
ー
ズ
方
式
を
採
用
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
業
た
ば

こ
、
コ
コ
ア
バ
タ
l
、
可
溶
性
コ
ー
ヒ
ー
お
よ
び
調
整
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
に
つ
い
て
は
、

エ
ス
ケ
ー
プ
・
ク
ロ
ー
ズ
方
式
に
加
え
て
、
品
目

ご
と
に
共
同
体
輸
入
枠
を
設
定
し
、
そ
の
範
囲
内
で
特
恵
税
率
を
適
用
す
る
と
い
う
シ

l
リ
ン
グ
方
式
も
併
用
し
て
い
る
。
鉱
工
業
品
に

つ
い
て
は
、
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
品
目
と
非
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
品
目
と
に
分
け
、
前
者

ιは
品
目
別
に
競
争
力
の
あ
る
受
益
国
を
特
定
し
、
当
該

受
益
国
ご
と
に
シ
!
リ
ン
グ
枠
を
設
定
す
る
と
い
う
シ

i
リ
ン
グ
方
式
を
、
後
者
に
は
エ
ス
ケ
ー
プ
・
ク
ロ
ー
ズ
方
式
を
採
用
し
て
い

る
日
本

日
本
の
一
般
特
恵
制
度
は
、

E
C
よ
り
一
カ
月
遅
れ
て
、

一
九
七
一
年
八
月
一
日
に
導
入
さ
れ
た
。
同
制
度
は
、

「
関
税
暫
定

措
置
法
」
、
「
同
法
施
行
令
」
、
「
同
法
施
行
規
則
」
等
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
て
い
る
。

(1) 

受
益
国
は
、

「
関
税
暫
定
措
置
法
」
第
八
条
第
二
項
に
お
い
て
、

「
経
済
が
開
発
の
途
上
に
あ
る
国
連
貿
易
開
発
会
議
の
加
盟
国

で
、
関
税
に
つ
い
て
特
別
の
便
益
を
受
け
る
こ
と
を
希
望
す
る
国
の
う
ち
、
当
該
便
益
を
与
え
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
も
の
と
し
て
政
令

で
定
め
る
国
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
八

O
年
の
受
益
国
は
一
一
七
ヵ
国
お
よ
び
二
九
地
域
で
あ
る
。



(2) 

対
象
品
目
は
、
農
水
産
品
に
つ
い
て
は
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
リ
ス
ト
方
式
を
採
用
し
て
い
る
。
制
度
発
足
時
に
は
パ

l
ム
油
、
オ
イ
レ

ン
酸
、
カ
カ
オ
脂
、

ぶ
ど
う
酒
、

魚
・
え
び
・
い
か
等
の
調
整
品
な
ど
、
熱
帯
産
品
を
中
心
に
五
九
品
目
ハ
C
C
C
N
四
桁
べ
l
ス
、
以
下

同
じ
)
が
対
象
品
目
と
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
品
目
が
追
加
さ
れ
、
八

O
年
に
は
合
計
七
五
品
目
と
な
っ
て
い
る
。
鉱
工
業
品
に
つ
い
て
は

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
・
リ
ス
ト
方
式
を
採
用
し
て
い
る
。
例
外
品
目
は
財
政
関
税
品
目
で
あ
る
石
油
類
三
品
目
と
、
園
内
の
該
当
産
業
が
弱
体
で

あ
る
生
糸
、
絹
織
物
、
合
板
等
二
一
品
目
、
合
わ
せ
て
一
五
品
目
で
あ
り
、
こ
れ
ら
い
が
い
の
す
べ
て
の
品
目
に
つ
い
て
特
恵
を
供
与
し

で
い
る
。

(3) 

税
率
は
、
農
水
産
品
に
つ
い
て
は
実
行
税
率
を
一

O
%か
ら
一

oovmま
で
の
範
回
で
、
品
目
に
応
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
カ
ッ
ト
し
た

税
率
と
さ
れ
て
い
る
。
鉱
工
業
品
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
無
税
に
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、

い
わ
ゆ
る
S
P
Q己
完
宮
内
田
句
H

・0白
g
n
g
)

品
目
と
呼
ば
れ
る
、

国
内
的
に
種
々
困
難
な
事
情
を
か
か
え
て
い
る
四
八
品
目
(
繊
維
、
雑
貨
、
非
鉄
金
属
等
)
に
つ
い
て
は
、
税
率
の
引

き
下
げ
幅
を
実
行
税
率
の
五

O
M
カ
ッ
ト
に
と
ど
め
て
特
恵
を
供
与
し
て
い
る
。

(4) 

セ
ー
フ
ガ

l
ド
措
置
と
し
て
は
、
農
水
産
品
に
つ
い
て
は
、
特
恵
輸
入
に
よ
っ
て
園
内
産
業
に
損
害
が
生
じ
た
場
合
に
特
恵
の
適

用
を
停
止
す
る
と
い
う
、

エ
ス
ケ
ー
プ
・
ク
ロ
ー
ズ
方
式
を
採
用
し
て
い
る
。
他
方
、
鉱
工
業
品
に
つ
い
て
は
、
シ

l
リ
ン
グ
方
式
を
採

用
し
て
お
り
、
年
度
途
中
で
3

あ
る
産
品
の
特
恵
輸
入
が
シ

l
リ
ン
グ
枠
を
超
え
た
場
合
に
は
、
当
該
産
品
に
つ
い
て
当
該
年
度
の
特
恵

適
用
を
停
止
す
る
。
ま
た
あ
る
特
恵
受
益
田
か
ら
の
あ
る
産
品
の
特
恵
輸
入
が
、
シ

l
リ
ン
グ
枠
の
二
分
の
一
を
超
え
た
場
合
に
は
、
当

該
受
益
固
に
つ
い
て
当
該
産
品
に
対
す
る
当
該
年
度
の
特
恵
適
用
を
停
止
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

カ
ナ
ダ

カ
ナ
ダ
の
一
般
特
恵
制
度
は
、

一
九
七
四
年
七
月
一
日
に
導
入
さ
れ
た
。
同
制
度
は
、

「
関
税
定
率
法
」
の
第
三
の
一
条
か

ら
第
三
の
三
一
条
に
も
と
づ
い
て
実
施
さ
れ
て
い
る
。

発
展
途
上
国
と
国
際
貿
易
体
制
っ
て
完
〉

七
五
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(1) 

受
益
国
の
指
定
に
つ
い
て
は
、

「
関
税
定
率
法
」
第
三
の
二
条
第
一
項
に
規
定
さ
れ
て
お
り
、
英
連
邦
特
恵
関
税
ま
た
は
最
恵
国

税
率
の
適
用
を
受
け
て
い
る
国
で
あ
っ
て
、

ガ
バ
ナ
s
l
・
イ
ン
・
カ
ウ
シ
シ
ル
(
行
政
命
令
の
策
定
機
関
〉
に
よ
っ
て
発
展
途
上
国
で
あ
る

と
認
定
さ
れ
る
国
が
、
受
益
国
と
し
て
指
定
さ
れ
る
。
八
一
年
一
月
現
在
の
受
益
国
数
(
地
域
を
合
む
)
は
一
六

O
で
あ
る
Q

な
お
特
定
の

(2) 

一
部
品
目
を
特
恵
の
適
用
除
外
と
す
る
こ
と
が
で
さ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

(
4
U
 

対
象
品
目
は
、
農
水
産
品
に
つ
い
て
は
、

「
関
税
定
率
法
」
第
三
の
一
条
第
一
項
に
お
い
て
ソ
ー
セ
ー
ジ
の
皮
、
人
造
は
ち
み
つ

受
益
国
に
対
し
て
は
、

等
八
品
目
(
税
目
ベ

I
ス
、
以
下
向
じ
て
同
第
三
項
に
お
い
て
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
バ
タ
l
、

ハ
4
)

が
、
対
象
品
目
と
し
て
か
か
げ
ら
れ
て
い
る
。
鉱
エ
業
品
に
つ
い
て
は
、

コ
ー
ヒ
ー
、
砂
糖
菓
子
、
ブ
ラ
ン
デ
ー
等
玉
九
品
目

「
関
税
定
率
法
L

第
三
の
一
条
第
一
項
に
お
い
て
、
カ
ナ
ダ
関

税
率
表
の
第
六
グ
ル
ー
プ
(
医
薬
品
、
ろ
う
、
石
油
等
)
の
う
ち
の
七
一
品
目
と
そ
の
他
の
グ
ル
ー
プ
の
う
ち
の
一
九
品
目
ハ
ア
ル
ミ
半
製
品

人
造
繊
維
の
一
部
、
脂
肪
酸
等
)
が
、

一
般
特
慈
の
適
用
除
外
品
目
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
他
に
、
同
法
第
三
の
二
条
第
二
一
唄
の
規
定
に
も

と
づ
い
て
、
行
政
命
令
に
よ
っ
て
例
外
品
目
と
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
電
子
管
、
繊
維
品
等
五
四
品
目
が
そ
れ
で
あ
る
。

(3) 

税
率
は
、
農
水
産
品
に
つ
い
て
は
、
ソ
ー
セ
ー
ジ
の
皮
等
入
品
目
が
最
恵
国
税
率
の
コ
一
分
の
二
か
英
連
邦
特
恵
関
税
率
の
い
ず
れ

か
低
い
方
の
税
率
と
さ
れ
て
お
り
、
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
バ
タ
l
等
五
九
口
問
で
は
こ
の
方
式
で
算
出
さ
れ
る
税
率
よ
り
も
低
い
税
率

(
O
M
か
ら

ご
一
・
五
%
ま
で
、
コ
豆
品
目
に
つ
い
て
は
無
税
)
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。

鉱
工
業
品
に
つ
い
て
は
、
ム
ロ
板
、
ジ
ュ
ー
ト
製
品
、
敷
物
、
竹
製

品
等
三

C
品
目
を
除
き
、
最
恵
国
税
率
の
三
分
の
二
か
英
連
邦
特
恵
関
税
率
の
い
ず
れ
か
低
い
方
の
税
率
が
設
定
さ
れ
て
お
り
、
合
板
等

三
O
品
目
で
は
こ
れ
よ
り
も
低
い
税
率
(
0
%
か
ら
一
二
・
五
%
ま
で
、
ニ
ニ
品
目
に
つ
い
て
は
無
税
)
と
さ
れ
て
い
る
。

(4) 

セ
ー
フ
ガ

i
ド
措
置
と
し
て
は
、

エ
ス
ケ
ー
プ
・
ク
ロ
ー
ズ
方
式
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
ガ
バ
円
ナ
!
・
イ
ン
・
カ
ウ
ン
シ
ル
は
、

行
政
命
令
仁
よ
っ
て
、
特
定
品
目
を
一
般
特
恵
対
象
品
目
か
ら
除
外
し
た
り
、
特
定
の
受
益
国
に
つ
い
て
受
益
国
の
指
定
を
完
全
に
取
り



消
す
か
、
も
し
く
は
当
該
国
の
一
部
品
目
を
特
恵
の
適
用
外
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

ス
イ
ス

ス
イ
ス
の
一
般
特
恵
制
度
は
、

一
九
七
二
年
三
月
一
日
に
導
入
さ
れ
た
。
同
制
度
は
、

「
特
恵
に
関
す
る
連
邦
法
」
を
根
拠

に
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
。

(1) 

受
益
国
は
、
八
一
年
現
在
、

一
三
一
カ
国
と
二
三
地
域
で
あ
り
、
発
展
途
上
国
と
し
て
自
己
選
択
し
た
国
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
受

益
国
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
。

(2) 

対
象
品
目
は
、
農
水
産
品
お
よ
び
鉱
工
業
品
と
も
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
リ
ス
ト
方
式
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
て
い
る
。
農
水
産
品
に
つ
い

て
は
、
淡
水
魚
、
野
菜
・
果
物
類
の
一
部
、
と
う
も
ろ
こ
し
で
ん
粉
、

動
植
物
油
、

砂
糖
菓
子
、

コ
コ
ア
粉
等
七
八
品
目

(
C
C
C
N
四

桁
べ

I
ス
、
以
下
同
じ
)
が
対
象
品
目
で
あ
る
。
鉱
工
業
品
に
つ
い
て
は
、
最
恵
悶
税
率
無
税
品
目
、
財
政
関
税
品
目
(
石
油
類
、
映
画
用
フ

イ
ル
ム
、
乗
用
お
よ
び
貨
物
自
動
車
並
び
に
同
部
品
等
)
、
農
産
加
工
品
の
一
部
を
除
く
コ
二
三
品
目
が
対
象
品
目
に
な
っ
て
い
る
。

(3) 

税
率
は
、
農
水
産
品
に
つ
い
て
は
、

は
ち
み
つ
、

メ
ロ
ン
、

コ
コ
ア
粉
、

調
整
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
等
二
入
品
目
を
除
き
無
税
で
あ

る
。
有
税
の
対
象
品
目
の
税
率
は
、
最
恵
国
税
率
を
二
五
Mm
か
ら
五

O
M
カ
ッ
ト
し
た
税
率
と
な
っ
て
い
る
。
鉱
工
業
品
に
つ
い
て
は
、

デ
キ
ス
ト
リ
ン
、
繊
維
関
係
品
目
、
は
き
物
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
の
塊
お
よ
び
く
ず
を
除
き
無
税
と
な
っ
て
い
る
。
有
税
の
対
象
品
目
の
税

率
は
、
最
恵
国
税
率
を
三

O
Mか
ら
七
五
Mm
カ
ッ
ト
し
た
税
率
と
な
っ
て
い
る
。

(4) 

セ
ー
フ
ガ
ー
ド
措
置
と
し
て
は
、
農
水
産
品
お
よ
び
鉱
工
業
品
と
も
エ
ス
ケ
ー
プ
・
ク
ロ
ー
ズ
方
弐
が
と
ら
れ
て
い
る
。

(5) 

ス
イ
ス
の
一
般
特
患
で
は
、
受
益
国
に
対
す
る
異
な
っ
た
取
り
扱
い
と
し
て
、
特
定
受
益
国
の
特
定
品
目
に
つ
い
て
特
恵
税
率
を

適
用
し
な
い
措
置
、
並
び
に
他
の
受
益
国
よ
り
高
い
特
恵
税
率
を
適
用
す
る
措
置
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
特
恵
税
率
の
非
適
用
は
、
ブ
ル

ガ
リ
ア
お
よ
び
ル
ー
マ
ニ
ア
の
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
お
よ
び
バ
ラ
の
切
花
、
生
鮮
野
菜
、
繊
維
関
係
品
目
、
家
具
等
、
中
国
、
香
港
、

ー守

カ

発
展
途
上
国
と
国
際
貿
易
体
制
っ
て
完
)

七
七
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オ
お
よ
び
韓
国
の
繊
維
関
係
品
目
お
よ
び
は
き
も
の
類
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
コ
ー
ヒ
ー
な
ど
で
あ
る
。
よ
り
高
い
特
恵
税
率
の
適
用
と
し
て
は

ブ
ル
ガ
リ
ア
お
よ
び
ル
ー
マ
ニ
ア
の
窒
素
肥
料
、
陶
磁
器
、
鉄
鋼
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
等
、
中
国
の
し
い
た
け
、
に
ん
に
く
、
花
火
等
、
香

港
の
か
さ
、
時
計
類
、
ト
ル
コ
の
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
、

ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
の
は
き
も
の
、
鋼
、

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
等
が
あ
る
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
一
般
特
恵
制
度
は
、
他
の
特
恵
供
与
国
に
先
が
け
て
、

一
九
六
六
年
四
月
に
導
入
さ
れ
た
。

当
初
の
特
恵
は
、
対
象
品
目
が
限
定
さ
れ
た
小
規
模
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
七
一
年
以
降
E
C
、
日
本
等
が
一
般
特
恵
の
実
施
に
ふ
み
き

っ
た
の
を
受
け
て
、
七
三
年
に
特
恵
の
規
模
を
拡
大
す
べ
く
全
面
的
な
見
直
し
を
行
な
っ
た
。
そ
の
後
、
七
六
年
お
よ
び
七
九
年
に
も
大

幅
な
改
訂
を
し
て
い
る
。

(1) 

受
益
国
は
、
企
業
・
消
費
者
問
題
担
当
大
臣
が
発
展
途
上
国
で
あ
る
と
し
て
指
定
し
、
官
報
で
公
告
し
た
国
で
あ
っ
て
、
八
一
年

三
月
現
在
で
一
六
五
の
国
・
地
域
に
お
よ
ん
で
い
る
。

(2) 

対
象
品
目
は
、
原
則
と
し
て
、
有
税
の
加
工
品
・
半
加
工
品
お
よ
び
実
質
的
加
工
を
受
け
た
一
次
産
品
と
さ
れ
て
い
る
が
、
タ
バ

コ
、
酒
等
の
財
政
関
税
品
目
お
よ
び
同
内
産
業
に
被
害
を
お
よ
ぽ
す
品
目
は
除
外
さ
れ
て
い
る
。
特
恵
適
用
除
外
品
目
は
、
農
水
産
品
で

は
バ
タ

l
、
ミ
ル
ク
、
野
菜
類
、
果
物
類
、

ウ
イ
ス
キ
ー
、
ワ
イ
ン
、
紙
巻
タ
バ
コ
、
葉
巻
等
約
五

O
品
目

(
C
C
C
N
四
桁
べ

l
ス
、
以

下
同
じ
)
で
あ
り
、
鉱
工
業
品
で
は
ガ
ソ
リ
ン
、

マ
ッ
チ
、
合
板
、
絹
織
物
、
羊
毛
、
綿
糸
、
冷
蔵
庫
、
家
庭
用
洗
濯
機
、
ラ
ジ
オ
、
テ

レ
ビ
受
像
機
、
鉄
道
用
の
機
関
輩
、
客
車
お
よ
び
貨
車
、

コ
ン
テ
ナ
ー
等
約
一
ゴ
一

Q
品
目
で
あ
る
。

(3) 

税
率
は
、
原
則
と
し
て
、

一
般
税
率
よ
り
五
M

万
ポ
イ
ン
ト
か
ら
一
五
M
m

ポ
イ
ン
ト
低
い
税
率
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。

一
般
税
率
が

一
二
・
五
M
m

以
下
の
品
目
は
、
ほ
と
ん
ど
が
無
税
で
あ
る
。

(4) 

セ
ー
フ
ガ
l
ド
措
置
と
し
て
は
、
特
定
品
目
に
対
す
る
輸
入
割
当
枠
の
設
定
と
国
別
品
目
別
例
外
措
置
と
に
よ
っ
て
い
る
。
ま
ず



園
内
産
業
と
の
関
係
で
輸
入
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
な
品
目
に
つ
い
て
は
、
輸
入
割
当
枠
が
設
定
さ
れ
て
お
り
、
八

O

/八
一
年
度
に
は
二
八
品

目
に
対
し
て
割
当
枠
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
特
定
国
の
特
定
品
目
に
つ
い
て
は
、
特
恵
の
適
用
を
除
外
し
て
い
る
。
適
用
除
外
品
目

は
繊
維
類
や
雑
貨
類
が
中
心
で
あ
り
、
除
外
国
は
ブ
ラ
ジ
ル
(
三
品
目
)
、
中
国
(
一
九
)
、
香
港
会
一
四
〉
、
韓
国
(
一
八
〉
、
イ
ン
ド
(
六
)
、

イ
ス
ラ
エ
ル
(
二
〉
、

マ
レ
ー
シ
ア
(
三
)
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
(
七
)
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
(
一
)
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
合
一
)
、
台
湾
(
五

O
V
タ
イ
(
一
〉

(
5〉

お
よ
び
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
つ
一
〉
の
二
二
カ
国
で
あ
る
。

(
1
〉
社
会
主
義
諸
国
で
は
、
ソ
連
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
お
よ
び
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
の
四
カ
国
が
一
般
特
恵
制
度
を
実
施
し
て
い
る
@

(

2

)

各
国
の
一
般
特
恵
制
度
の
う
ち
、
白
本
に
つ
い
て
の
説
明
は
特
恵
関
税
研
究
会
著
『
特
恵
関
税
の
実
務
』
(
日
本
関
税
協
会
〉
、
そ
の
他
の
国
々

に
つ
い
て
は
愛
甲
芳
住
「
主
要
国
の
特
恵
ス
キ
i
ム
」
(
『
貿
易
と
関
税
同
一
九
八
一
年
二
月
号
、
五
月
号
、
六
月
号
、
七
月
号
お
よ
び
九
月
号
)

に
よ
る
@

(

3

)

一
九
七
一
年
七
月
一
日
よ
り
E
C
の
一
般
特
恵
制
度
を
実
施
し
た
の
は
、
原
加
盟
国
六
ヵ
国
で
あ
る
@
イ
ギ
リ
ス
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
ア
イ
ル
ラ

ン
ド
は
七
二
年
一
月
一
日
か
ら
七
三
年
二
一
月
二
二
日
ま
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
方
式
で
実
施
し
、
七
四
年
一
月
一
日
か
ら
E
C
の
特
恵
制
度
に

統
合
さ
れ
た
@

(
4
〉
カ
ナ
ダ
関
税
率
表
の
品
目
分
類
体
系
は
C
C
C
N
と
は
異
な
っ
て
お
り
、
農
水
産
品
と
鉱
工
業
品
と
の
区
分
は
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
@

(

5

)

一
般
特
恵
制
度
に
は
、
本
文
で
取
り
上
げ
た
ほ
か
に
、
詳
細
な
原
産
地
規
則
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
特
恵
の
遇
用
に
さ
い
し
て
は
、
当
該
輸
入

品
の
原
産
地
が
特
恵
受
益
国
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
確
認
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
各
国
と
も
原
産
地
の
認
定
基
準
な
ど
原
産
地
に
か
ん
す

る
認
定
制
度
を
定
め
て
い
る
。
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
、

E
C
、
日
本
な
ど
で
は
、
後
発
発
展
途
上
国
に
対
す
る
特
別
措
置
を
規
定
し
て
、
そ
の
優
遇
を

図
っ
て
い
る
。

発
展
途
上
国
と
国
際
貿
易
体
制
っ
て
完
〉

七
九
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一
次
産
品
総
合
計
画

戦
後
の
閏
際
経
済
体
制
を
さ
さ
え
て
き
た
ガ
ッ
ト
と
I
M
F
は
、
七

0
年
代
に
入
っ
て
、
大
動
揺
を
き
た
す
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
は

な
に
よ
り
も
ま
ず
、
戦
後
の
世
界
経
済
に
君
臨
し
自
由
無
差
別
貿
易
の
推
進
者
で
あ
っ
た
ア
メ
リ
カ
の
政
策
転
換
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ

た
。
ア
メ
リ
カ
大
統
領
ニ
ク
ソ
ン
は
、
七
一
年
八
月
、
声
明
宏
発
表
し
、
ド
ル
の
金
交
換
停
止
と
一
方
的
な
輸
入
課
徴
金
の
導
入
と
い

ぅ、

I
M
F
-
ガ
ッ
ト
の
制
度
に
真
っ
向
か
ら
対
立
す
る
措
置
を
実
施
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ

ιよ
り
、
国
際
通
貨
体
制
は
大
混
乱
に
お

ち
い
り
、
自
由
貿
易
体
制
も
大
き
な
打
撃
を
う
け
保
護
主
義
が
台
頭
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
う
し
た
状
況
の
な
か
で
、
発
展
途
上
国
側
は
そ
の
要
求
を
い
っ
そ
う
多
固
化
す
る
と
と
も
に
、
現
行
の
国
際
経
済
秩
序
を
変
革
し
新

し
い
国
際
経
済
秩
序
を
樹
立
す
る
と
い
う
要
求
を
前
面
に
押
し
だ
し
て
き
た
。
発
展
途
上
国
が
新
国
際
経
済
秩
序
樹
立
の
要
求
を
う
ち
だ

す
上
で
大
き
な
力
と
な
っ
た
の
は
、
資
源
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
高
揚
と
く
に

O
P
E
C
(石
油
輸
出
国
機
構
〉
の
闘
い
で
あ
っ
た
。

o
p
E

C
加
盟
の
ア
ラ
ブ
諸
国
で
結
成
す
る

O
A
P
E
C
(
ア
ラ
プ
石
油
輸
出
国
機
構
〉
諸
国
は
、

七
三
年
一

O
月
、
第
四
次
中
東
戦
争
勃
発
を
契

機
に
原
油
の
生
産
削
減
と
ア
ラ
ブ
敵
対
闘
に
対
す
る
輸
出
禁
止
措
置
に
踏
み
切
っ
て
い
く
。
そ
し
て
同
年
二
一
月
末
に
は
、
七
四
年
一
月

一
日
か
ら
の
原
油
価
格
の
大
幅
引
き
上
げ
を
決
定
す
る
。
ご
う
し
て
原
油
価
絡
は
一
年
前
の
四
倍
に
急
騰
し
、
先
進
国
を
中
心
に
し
て
世

界
は
劇
的
と
も
い
え
る
石
油
危
機
に
見
舞
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

O
P
E
C
の
珂
い
と
そ
の
鴨
川
利
に
励
ま
ぎ
れ
て
、
発
展
途
上
国
側
の
要
求
は
、
現
行
国
際
経
済
秩
序
を
変
革
し
新
し
い
国
際
経
済
秩
序

を
樹
立
す
る
と
い
う
方
向
へ
と
す
す
ん
で
い
っ
た
。
発
展
途
上
国
の
要
求
は
、

つ
い
に
国
連
総
会
で
決
議
と
し
て
採
択
さ
れ
る
に
い
た
っ

た
。
す
な
わ
ち
七
四
年
四
月
の
国
連
特
別
総
会
に
お
け
る
「
新
国
際
経
済
秩
序
樹
立
に
関
す
る
宣
一
一
一
一
日
」
と
「
同
行
動
計
画
」
お
よ
び
周
年



一
二
月
の
国
連
総
会
に
お
け
る
「
諸
国
家
の
経
済
権
利
義
務
憲
章
」
で
あ
る
山

新
国
際
経
済
秩
序
樹
立
要
求
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
多
く
の
論
稿
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
そ
の
主
要
項
目
を
あ

げ
る
に
と
ど
め
て
お
く
。
川
諸
国
家
の
主
権
平
等
、
領
土
保
全
お
よ
び
内
政
不
干
渉
、

ω天
然
資
源
に
対
す
る
恒
久
主
権
の
確
立
、
川
多

国
籍
企
業
の
規
制
、

ω発
展
途
上
国
へ
の
特
恵
の
拡
大
、
同
発
展
途
上
国
へ
の
技
術
移
転
の
促
進
、
同
先
進
国
市
場
ア
ク
セ
ス
の
改
善
、

川
自
国
資
源
の
開
発
へ
の
動
員
、
川
原
材
料
生
産
国
同
盟
結
成
の
権
利
の
確
保
、
同
主
要
一
次
産
品
に
か
ん
す
る
商
品
協
定
の
締
結
促
進

帥
一
次
産
品
価
格
を
工
業
製
品
価
格
に
ス
ラ
イ
ド
さ
せ
る
イ
ン
デ
ク
ゼ

l
シ
ョ
ン
の
導
入
、

ω発
展
途
上
国
に
と
っ
て
満
足
な
交
易
条
件

が
確
立
さ
れ
る
ま
で
の
補
償
融
資
、
同
緩
衝
在
庫
の
設
立
、
同
国
際
通
貨
制
度
の
改
革
、
凶
発
展
途
上
国
の
集
団
的
自
立
お
よ
び
協
力
の

促
進
、
な
ど
で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
、
現
行
の
国
際
経
済
秩
序
が
先
進
国
本
位
の
も
の
で
あ
っ
て
、
発
展
途
上
国
の
経
済
開
発
や
貿
易
拡
大
に
資
す
る
も
の
で
は

な
い
と
し
て
、
そ
れ
を
変
革
し
自
分
た
ち
に
有
利
な
国
際
秩
序
を
確
立
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
い
わ
ば
、
こ
の
時
点
に
お
け
る
発

展
途
上
国
側
の
諸
要
求
を
総
括
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

つ
づ
い
て
発
展
途
上
国
は
、
新
国
際
経
済
秩
序
樹
立
要
求
の
具
体
化
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
そ
の
代
表
的
な
も
の
が
、

一
次
産
品
総
合

計
画
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
第
四
回
U
N
C
T
A
D
総
会
(
一
九
七
六
年
五
月
、
ナ
イ
ロ
ビ
〉
に
お
い
て
討
議
の
焦
点
と
な
る
の
で
あ
る
。

一
次
産
品
総
合
計
画
の
原
案
は
、
七
五
年
二
月
に

U
N
C
T
A
D
事
務
局
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、

一
次
産
品
の
価
格
安
定

と
輸
出
所
得
の
拡
大
、

一
次
産
品
の
市
場
ア
ク
セ
ス
の
改
善
、
発
展
途
上
国
に
お
け
る
原
材
料
の
加
工
度
の
向
上
な
ど
を
目
的
と
し
、
こ

れ
ら
の
目
的
達
成
の
た
め
に
、
な
に
よ
り
も
ま
ず
主
要
一
次
産
品
一
入
品
目
ハ
バ
ナ
ナ
、
ボ
ー
キ
サ
イ
ト
、
コ
コ
ア
、
コ
ー
ヒ
ー
、
銅
、
綿
花
、

硬
質
繊
維
、
鉄
鉱
石
、
ジ
ュ
ー
ト
、
マ
ン
ガ
ン
、
食
肉
、
燐
鉱
産
物
、
ゴ
ム
、
砂
糖
、
茶
、
熱
帯
木
材
、
錫
、
植
物
油
)
に
つ
い
て
国
際
的
な
緩
衝
在

発
展
途
上
国
と
国
際
貿
易
体
制
っ
て
完
)

i¥ 
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庫
を
設
け
、
こ
の
緩
衝
在
庫
を
運
営
す
る
た
め
の
共
通
基
金
(
一

O
七
億
ド
ル
)
を
設
立
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

こ
の
原
案
は
、
従
来
の
よ
う
な
品
目
ご
と
の
商
品
協
定
で
は
、
関
係
の
発
展
途
上
国
が
少
な
く
交
渉
力
が
弱
い
た
め
、
発
展
途
上
国
側

に
と
っ
て
満
足
の
い
く
成
果
が
あ
が
ら
な
か
っ
た
と
の
認
識
の
も
と
に
、
主
要
一
次
産
品
を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
し
て
問
題
の
解
決
を
図
ろ
う

と
L
た
も
の
で
あ
る
ι

先
進
国
側
は
こ
れ
に
激
し
く
反
発
し
た
。
第
一
に
、

一
次
産
品
対
策
は
品
百
ご
と
に
検
討
す
べ
き
で
あ
っ
て
、

入
品
目
の
な
か
に
は
備
蓄
に
適
さ
な
い
も
の
も
あ
る
。
し
た
が
っ
て
多
く
の
品
目
に
ま
た
が
る
共
通
基
金
は
必
要
で
は
な
い
。
第
二
に
、

原
案
の
構
想
は
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
ゆ
が
め
非
常
な
高
コ
ス
ト
に
な
る
恐
れ
が
あ
る
、
と
い
う
の
が
そ
の
主
な
理
由
で
あ
る
。

そ
こ
で
発
展
途
上
国
側
は
、

当
面
、

右
の
一
人
口
回
目
の
う
ち
コ
ア

i
一
O
品
目
ハ
コ
コ
ア
、
コ
ー
ヒ
ー
、
銅
、
綿
花
、
硬
質
繊
維
、
ジ
ュ

i

ト
、
ゴ
ム
、
砂
糖
、
茶
、
錫
〉
を
対
象
と
し
、
必
要
資
金
を
三

O
億
ド
ル
と
す
る
修
正
案
を
提
出
す
る
。

こ
れ
に
対
し
て
も
先
進
国
側
は
強

く
反
対
し
、
代
案
と
し
て
国
際
資
源
銀
行
案
(
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
構
想
〉
を
も
ち
だ
し
て
き
で
、
先
進
国
主
導
型
の
問
題
解
決
を
図
ろ
う
と

し
た
Q

資
源
銀
行
案
は
、

一
次
産
品
の
価
格
引
き
上
げ
や
輸
出
所
得
の
増
大
に
応
え
る
内
容
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
た
め
、
発
展
途
上
国

側
の
容
認
す
る
と
こ
ろ
と
は
な
ら
ず
、
第
四
回

U
N
C
T
A
D
総
会
で
否
決
さ
れ
た
。
そ
し
て
総
合
計
画
は
今
後
継
続
し
て
審
議
す
る
こ

と
と
し
、
共
通
基
金
設
立
の
た
め
の
交
渉
会
議
を
七
七
年
三
月
ま
で
に
聞
く
と
い
う
決
議
を
採
択
し
て
、
第
四
回
総
会
は
幕
を
閉
じ
る
の

で
あ
る
。

一
次
産
品
総
合
計
画
は
、
七
七
年
以
降
、
こ
の
計
画
の
中
核
と
な
る
共
通
基
金
の
設
立
を
め
ぐ
っ
て
、
発
展
途
上
国
と
先
進
国
と
の
間

で
交
渉
が
す
す
め
ら
れ
て
い
く
。
交
渉
は
大
い
に
難
航
す
る
が
、
八

O
年
六
月
に
次
の
内
容
で
よ
う
や
く
合
意
に
到
達
し
た
。

す
な
わ
ち
、
共
通
基
金
は
、
個
別
国
際
商
品
協
定
が
行
な
う
緩
衝
在
庫
操
作
に
必
要
な
国
際
緩
衝
在
庫
融
資
四
億
ド
ル
(
第
一
の
窓
)
、

研
究
開
発
、

生
産
性
向
上
、
市
場
開
拓
な
ど
の
分
野
へ
の
融
資
三
億
五

0
0
0万
ド
ル
(
第
二
の
窓
)
と
す
る
。

そ
し
て
こ
の
共
通
基
金



が
発
効
す
ろ
た
め
に
は
、
刊
九

0
カ
国
以
上
の
批
准
、
帥
批
准
国
の
義
務
拠
出
総
額
が
塞
金
の
総
義
務
拠
出
額
四
億
七

C
C
Q万
ド
ル
の

三
分
の
ニ
以
上
で
あ
る
こ
と
、
付
任
意
拠
出
目
標
額
二
億
八

C
O
O万
ド
ル
の
二
分
の
一
以
上
の
誓
約
を
う
る
こ
と
、
を
必
要
と
す
る
。

そ
の
後
の
協
議
の
結
果
、
基
金
は
八
二
年
三
月
を
期
限
と
し
て
設
立
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
八
一
年
一
月
に
登
場
し
た
ア
メ

リ
カ
の
レ
ー
ガ
ン
政
権
は
、
前
政
権
の
方
針
を
く
つ
が
え
し
て
、
基
金
鞭
立
に
反
対
す
る
態
度
を
取
り
は
じ
め
た
。
こ
の
ア
メ
リ
カ
の
方

針
転
換
が
他
の
先
進
国
や
発
展
途
上
国
に
も
影
響
を
お
よ
ぼ
し
、
三
月
末
日
の
期
限
ま
で
に
必
要
な
批
准
国
数
、
拠
出
金
額
に
達
せ
ず
、

発
足
は
延
期
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

加
え
て
、
先
の
一
八
品
目
に
わ
た
る
個
別
の
商
品
協
定
作
り
も
、
共
通
基
金
を
め
ぐ
る
こ
う
し
た
動
向
を
反
映
し
て
、
従
来
の
砂
糖
、

小
麦
、
錫
、
オ
リ
ー
ブ
油
、

コ

ヒ

コ
コ
ア
の
各
協
定
と
八

O
年
に
締
結
さ
れ
た
天
然
ゴ
ム
協
定
い
が
い
に
は
、
ば
か
ば
か
し
い
進

展
を
み
せ
な
か
っ
た
。

第
六
回
U
N
C
T
A
D
総
会
(
一
九
八
三
年
六
1
七
月
、
ベ
オ
グ
ラ
l
ド
)
で
は
、
共
通
基
金
発
足
が
主
要
議
題
の
一
つ
と
し
て
取
り
上
げ

ら
れ
た
。
し
か
し
同
基
金
設
立
の
批
准
国
数
は
、
総
会
前
に
は
囚
九
カ
国
に
す
ぎ
ず
、
総
会
期
間
中
に
オ
ラ
ン
ダ
な
ど
四
カ
国
が
新
た
に

批
准
し
た
が
、
依
然
と
し
て
発
効
要
件
の
九

0
カ
国
に
は
達
し
て
い
な
い
。
と
く
に
最
大
の
義
務
拠
出
国
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
が
共
通
基
金

に
は
反
対
と
の
態
度
を
取
り
つ
づ
け
て
い
る
た
め
、
総
会
前
に
予
定
さ
れ
て
い
た
八
四
年
一
月
か
ら
の
発
足
も
、
危
倶
さ
れ
て
い
た
と
お

り
、
不
可
能
と
な
っ
た
。

一
次
産
品
価
格
が
八
一
年
、
入
ニ
年
と
つ
づ
け
て
前
年
よ
り
低
下
し
、
深
刻
な
国
際
収
支
上
の
困
難
に
お
ち
い
っ
て
い
る
発
展
途
上
国

に
と
っ
て
は
、
当
初
の
原
案
に
比
べ
て
大
幅
に
縮
小
さ
れ
た
共
通
基
金
で
あ
る
と
は
い
え
、
制
度
発
足
に
期
待
す
る
と
こ
ろ
大
で
あ
っ

た
。
そ
れ
だ
け
に
、
第
六
回

U
N
C
T
A
D
総
会
に
お
け
る
討
議
に
は
、
ま
た
も
大
き
伝
失
望
を
味
わ
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

発
展
途
上
国
と
国
際
貿
易
体
制
合
一
・
完
)

i¥ 
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(
1
〉
新
国
際
経
済
秩
序
樹
立
に
か
ん
す
る
国
連
決
議
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
浦
野
起
夫
編
著
『
第
三
世
界
国
際
関
係
資
料
集
』
(
有
償
堂
)
、
三
0
0

ー
一
戸
一
二
二
ペ
ー
ジ
お
よ
び
三
二
一

l
コ
一
二
七
ペ
ー
ジ
を
参
照
さ
れ
た
い
@

(
2
〉
浦
野
起
夫
編
著
、
同
書
、
三
六
四
ペ
ー
ジ
。

七

東
京
ラ
ウ
ン
ド
の
「
授
権
条
項
」

東
京
ラ
ウ
ン
ド
は
、

一
九
七
三
年
九
月
の
ガ
ッ
ト
東
京
閣
僚
会
議
に
お
け
る
「
東
京
宣
言
」
の
採
択
に
よ
っ
て
王
式
開
始
と
な
っ
た
、

ガ
ッ
ト
の
場
で
の
第
七
回
目
の
一
般
貿
易
交
渉
で
め
る
。
同
交
渉
は
、
開
始
直
後
に
石
油
危
機
に
見
舞
わ
れ
、
ま
た
ア
メ
リ
カ
行
政
府
の

他
国
と
の
交
渉
権
限
と
な
る
「
一
九
七
四
年
通
商
法
」
の
成
立
が
ウ
ォ
ー
タ
ー
・
ゲ
l
ト
事
件
な
ど
に
よ
っ
て
大
幅
に
遅
れ
た
た
め
、
足

か
け
七
年
を
要
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
交
渉
は
七
九
年
四
万
に
よ
う
や
く
実
質
的
に
終
了
し
、
周
年
一
一
月
の
第
三
五
回
ガ
ッ
ト
総
会
に

お
い
て
交
渉
成
果
全
体
が
承
認
さ
れ
日
山

東
京
ラ
ウ
ン
ド
交
渉
は
、
鉱
工
業
品
お
よ
び
農
産
物
に
つ
い
て
の
関
税
引
き
下
げ
と
と
も
に
、
各
種
非
関
税
障
壁
に
か
ん
す
る
協
定
や

将
末
の
世
界
貿
易
を
律
す
る
た
め
の
枠
組
み
〈
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
)
な
ど
、
多
く
の
協
定
(
国
際
コ

1
ド
)
類
を
策
定
い
日
。
第
六
回
目
ま

で
の
貿
易
交
渉
が
関
税
引
き
下
げ
を
中
心
に
し
て
行
な
わ
れ
た
の
に
対
し
、
東
京
ラ
ウ
ン
ド
交
渉
で
は
関
税
引
き
下
げ
の
ほ
か
に
、
各
種

コ
ー
ド
類
が
成
立
し
た
。
こ
れ
が
東
京
ラ
ウ
ン
ド
の
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。

各
種
コ
!
ド
類
に
は
、
発
展
途
上
国
に
対
す
る
特
別
措
置
が
そ
れ
ぞ
れ
規
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
、
交
渉
の

E
式
開
始
を
告
げ
る

「
東
京
宣
言
」
が
発
展
途
上
国
に
対
す
る
特
別
優
遇
措
置
を
う
た
っ
て
い
た
の
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
発
展
途
上
国
側
が
六

0
年
代
末

か
ら
七

0
年
代
初
頭
に
か
け
て
、

U
N
C
T
A
D
総
会
や
非
同
盟
諸
国
首
脳
会
議
な
ど
に
お
い
て
従
来
か
ら
の
要
求
を
拡
大
・
整
備
し
、



の
ち
に
新
国
際
経
済
秩
序
樹
立
宣
言
と
し
て
結
実
し
て
い
く
諸
要
求
を
う
ち
だ
し
て
く
る
状
況
を
反
映
し
て
、

「
東
京
宣
言
」
も
対
発
展

途
上
国
対
策
に
言
及
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

「
東
京
宣
言
」
に
お
け
る
発
展
途
上
国
関
係
の
規
定
を
み
て
み
よ
う
。

「
東
京
宣
言
」
は
、
判
交
渉
目
的
の
一
つ
と
し
て
、
発
展
途
上
国
の
国
際
貿
易
に
と
っ
て
の
「
追
加
的
利
益
の
確
保
」
を
あ
げ
て
い

る
。
そ
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
は
、

ω発
展
途
上
国
に
お
け
る
外
貨
収
益
の
大
幅
な
増
大
、
輸
出
の
多
様
化
、
貿
易
の
成
長
率
の
上
昇
の
達

成
、
制
世
界
貿
易
の
拡
大
に
参
加
す
る
可
能
性
の
改
善
、

付
発
展
途
上
国
関
心
産
品
の
市
場
進
出
条
件
の
実
質
的
改
善
、

で
あ
る
(
第
二

項)。(2) 

熱
帯
産
品
に
つ
い
て
は
、
特
別
な
か
っ
優
先
的
な
分
野
と
し
て
取
り
扱
う
(
第
三
項
〉
。

(3) 

交
渉
は
、
工
業
品
お
よ
び
農
産
物
の
双
方
に
わ
た
り
、
関
税
、
非
関
税
障
壁
お
よ
び
貿
易
を
阻
害
す
る
そ
の
他
の
措
置
を
対
象
と

す
る
が
、
発
展
途
上
国
の
輸
出
関
心
産
品
お
よ
び
こ
れ
ら
諸
国
の
輸
出
へ
の
影
響
を
考
意
す
る
(
第
四
項
)
。

(4) 

交
渉
は
、
最
恵
国
待
遇
と
相
互
主
義
の
原
則
に
も
と
づ
い
て
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
ゆ
発
展
途
上
国
に
対
し
て
は
相
互

主
義
を
期
待
せ
ず
、
制
発
展
途
上
国
の
輸
出
収
益
の
増
大
と
経
済
発
展
の
促
進
の
た
め
に
特
別
の
措
置
を
と
り
、
発
展
途
上
国
の
輸
出
関

心
産
品
ま
た
は
分
野
に
対
す
る
優
先
的
配
慮
の
必
要
性
を
認
め
る
、
け
一
般
特
富
山
制
度
の
維
持
お
よ
び
改
善
の
重
要
性
を
認
め
る
、
川
円
可

能
か
つ
適
当
な
交
渉
分
野
で
は
、
特
別
か
つ
よ
り
有
利
な
取
り
扱
い
が
た
さ
れ
る
よ
う
な
方
法
で
、
発
展
途
上
国
に
対
し
異
な
っ
た
措
置

を
適
用
す
ろ
こ
と
の
重
要
性
を
認
め
る
(
第
五
項
)
。

(5) 

後
発
発
展
途
上
国
に
対
し
て
は
、
そ
の
特
殊
な
状
況
お
よ
び
問
題
に
特
別
な
配
慮
を
す
る
(
第
六
項
〉
。

こ
れ
ら
の
規
定
を
う
け
て
、
各
種
コ

l
ド
は
発
展
途
上
国
に
対
す
る
特
別
優
遇
措
置
を
う
た
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
本
稿
の
テ

i
マ
と

の
関
連
で
重
要
な
の
は
、

「
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
」
に
お
け
る
第
一
の
文
書
「
異
な
る
か
っ
一
層
有
利
な
待
遇
並
び
に
相
互
主
義
及
び
発
展

発
展
途
上
国
と
国
際
貿
易
体
制
っ
て
完
〉

八
五
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八
六

途
上
国
の
よ
り
十
分
な
参
加
」
と
第
一
二
の
文
書
「
開
発
目
的
の
た
め
の
セ

i
フ
ガ

l
ド
措
置
」
で
あ
る
山

第
三
の
文
書
は
、
ガ
ッ
ト
第
一
八
条
に
関
連
す
る
も
の
で
あ
る
。
現
行
の
第
一
八
条
は
、
発
展
途
上
国
国
民
の
一
般
的
生
活
水
準
の
引

き
上
げ
を
目
的
と
し
て
「
特
定
産
業
の
確
立
」
を
促
進
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、
セ
ー
フ
ガ
I
ド
措
置
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て

い
る
が
、
同
文
書
は
「
特
定
産
業
の
確
立
」
に
加
え
、

「
資
源
の
よ
り
十
分
な
か
っ
よ
り
効
率
的
な
利
用
の
実
現
」
を
目
的
と
し
た
「
新

た
な
生
産
構
造
の
開
発
又
は
既
存
の
生
産
構
造
の
転
換
若
し
く
は
拡
大
」
の
場
合
に
も
、

セ
i
フ
ガ

i
ド
措
置
の
導
入
を
認
め
る
こ
と
に

し
て
い
る
。
ま
た
第
一
八
条
は
、
発
展
途
上
国
が
「
特
定
産
業
の
確
立
」
の
た
め
に
セ

i
フ
ガ

i
ド
措
置
を
と
る
場
合
の
手
続
き
も
定
め

て
い
る
が
、
そ
の
手
続
き
が
複
雑
で
あ
り
、
か
つ
か
な
り
厳
し
い
条
件
が
-
課
さ
れ
て
い
た
た
め
、
同
条
は
ほ
と
ん
ど
利
用
さ
れ
る
こ
と
が

な
か
っ
た
。
そ
こ
で
「
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
」
の
こ
の
文
書
は
、
手
続
き
を
簡
素
化
し
適
用
条
件
を
緩
和
す
る
こ
と
に
し
た
。
こ
う
し
て
同

条
の
活
用
を
行
な
い
や
す
く
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

発
展
途
上
国
は
か
ね
て
よ
り
、
ガ
ッ
ト
に
お
け
る
発
展
途
上
国
関
係
の
唯
一
の
条
項
で
あ
る
第
一
八
条
に
つ
い
て
、
そ
の
不
十
分
さ
を

指
摘
し
改
善
を
要
求
し
て
い
た
。
だ
か
ら
同
文
書
の
採
択
は
、
ガ
ッ
ト
第
四
部
の
追
加
の
場
合
と
同
じ
よ
う
に
、
発
展
途
上
国
の
ガ
ッ
ト

改
革
要
求
の
一
部
を
受
け
入
れ
て
、

U
N
C
T
A
D
な
ど
の
場
で
の
発
展
途
上
国
の
攻
勢
に
対
処
し
よ
う
と
し
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が

で
き
る
。

第
三
の
文
書
に
も
ま
し
て
重
要
な
の
が
、
第
一
の
文
書
で
あ
る
。
同
文
書
は
、
川
「
授
権
条
項
」
と
呼
ば
れ
る
発
展
途
上
国
に
対
す
る

特
別
優
遇
措
置
(
第
一

J
第
三
項
)
、

ω発
展
途
上
国
に
対
す
る
相
互
主
義
の
放
棄
(
第
五
・
第
六
項
)
、

同
発
展
途
上
国
が
、
経
済
開
発
の

進
展
お
よ
び
貿
易
事
情
の
改
善
に
と
も
な
い
、

ガ
ッ
ド
上
の
よ
り
広
範
な
権
利
・
義
務
を
引
き
受
け
て
い
く
と
い
う
「
卒
業
条
項
」

第

七
項
)
、
凶
後
発
発
展
途
上
国
に
対
す
る
特
別
な
考
慮
(
第
八
項
)
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。



凶
の
相
互
主
義
の
放
棄
は
、
ガ
ッ
ト
第
四
部
で
明
記
さ
れ
た
非
相
互
主
義
を
再
確
認
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
凶
の
後
発
発
展
途
上
国

に
対
す
る
特
別
な
考
慮
は
、
六

0
年
代
後
半
か
ら
七

0
年
代
に
か
け
て
発
展
途
上
国
聞
の
経
済
格
差
が
し
だ
い
に
問
題
と
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
状
況
の
な
か
で
、
す
で
に
一
般
特
恵
制
度
な
ど
に
お
い
て
容
認
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
追
認
し
た
も
の
と
い
え
ろ
。

(
4
)
 

同
文
書
に
お
い
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、
川
の
「
授
権
条
項
」
と
川
の
「
卒
業
条
項
」
で
あ
る
。

「
授
権
条
項
」
は
、
発
展
途
上
国
に
対
す
る
「
異
な
る
か
っ
一
層
有
利
な
待
遇
」
す
な
わ
ち
特
別
優
遇
措
置
を
、
ガ
ッ
ト
第
一
条
に
規

定
さ
れ
て
い
る
最
恵
国
待
、
通
の
適
用
の
対
象
外
と
し
て
合
法
化
し
た
も
の
で
あ
る
。

「
授
権
条
項
」
に
お
い
て
特
別
優
遇
措
置
と
し
て
明

示
さ
れ
て
い
る
の
は
、

ω
一
般
特
恵
制
度
、
同
各
種
コ
!
ド
で
定
め
ら
れ
て
い
る
対
発
展
途
上
国
特
別
優
遇
措
置
、
け
発
展
途
上
国
間
特

恵
、
お
よ
び
同
後
発
発
展
途
上
国
に
対
す
る
特
別
の
待
遇
、
の
四
つ
で
あ
る
。

乙
れ
ら
の
う
ち
、

M
W

に
つ
い
て
は
、
そ
の
特
別
優
遇
措
置
を
享
受
す
る
た
め
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
コ

i
ド
を
受
諾
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

ぃ
。
発
展
途
上
国
の
コ

l
ド
受
諾
は
、

一
九
八

O
年
二
月
現
在
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
チ
リ
、
ウ
ル
グ
ア
イ
の
四
ヵ
国
に
と
ど

ま
っ
て
お
り
、
し
か
も
各
種
コ

l
ド
の
う
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
一

t
四
本
の
コ

l
ド
を
受
諾
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
し
た
が
っ
て
各
コ

l
ド

に
規
定
さ
れ
て
い
る
特
別
優
遇
措
置
は
、
ご
く
少
数
の
発
展
途
上
国
に
対
し
て
、
か
つ
限
ら
れ
た
コ

I
ド
に
か
ん
し
て
の
み
適
用
さ
れ
る

の
で
あ
っ
て
、
全
体
と
し
て
み
て
発
展
途
上
国
に
大
き
な
利
益
を
も
た
ら
す
も
の
と
は
と
う
て
い
考
え
ら
れ
な
い
。
け
の
発
展
途
上
国
間

特
恵
は
、

E
E
C
や
E
F
T
A
(欧
州
自
由
貿
易
連
合
〉
の
設
立
後
、

そ
れ
ら
に
見
な
ら
っ
て
ア
ジ
ア
、
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
、
ア
フ
リ
カ

の
各
地
域
で
結
成
さ
れ
て
き
た
関
税
同
盟
や
自
由
貿
易
地
域
を
追
認
し
、
ガ
ッ
ト
と
し
て
公
式
の
承
認
を
与
え
た
も
の
で
あ
る
。
日
付
に
つ

い
て
は
、
右
に
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
四
つ
の
特
別
優
遇
措
置
の
う
ち
、
発
展
途
上
国
に
と
っ
て
大
き
な
意
味
を
有
す
る
の
は
、

ωの

-
般
特
恵
制
度
で
あ
る
。

発
展
途
上
国
と
国
際
貿
易
体
制
っ
て
完
)

八
七
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一
般
特
恵
制
度
は
、
す
で
に
み
た
よ
う
に
、
ガ
ッ
ト
上
で
は
ウ
ェ

I
パ
i
方
式
に
よ
っ
て
一

0
年
間
、
ガ
ッ
ト
第
一
条
の
最
恵
国
待
遇

の
適
用
を
免
除
す
る
、
と
し
て
処
理
さ
れ
て
き
た
。
最
恵
国
待
遇
と
は
、
第
三
国
に
与
え
る
も
っ
と
も
有
利
な
待
恵
と
同
じ
待
遇
を
相
手

国
に
与
え
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
ガ
ッ
ト
は
、
最
恵
国
待
遇
を
大
原
則
と
し
て
お
り
、
加
盟
国
が
す
べ
て
相
互
に
こ
の
待
遇
を
与
え
合

ぃ
、
こ
う
し
て
す
べ
て
の
加
盟
国
が
無
差
別
に
同
一
の
立
場
・
同
一
の
条
件
で
競
争
を
行
な
う
こ
と
と
し
て
い
る
。
ガ
ッ
ト
で
は
、
原
則

と
し
て
、
す
べ
て
の
加
盟
国
が
ま
っ
た
く
平
等
に
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、

一
般
特
恵
制
度
は
、
す
べ
て
の
特
恵

が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
そ
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
国
に
の
み
特
別
に
有
利
な
待
遇
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。

一
般
特
恵
制
度
は
、
そ
の

恩
典
に
与
る
国
(
発
展
途
上
国
凶
〉
と
そ
う
で
は
な
い
回
出
ハ
先
進
国
〉
と
を
差
別
す
る
も
の
で
あ
り
、

ガ
ッ
ト
の
大
原
則
で
あ
る
最
恵
国
待
遇

に
抵
触
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
ガ
ッ
ト
は
、

一
般
特
恵
制
度
の
発
足
に
と
も
な
い
、
こ
れ
を
ウ
ェ

i
パ
ー
に
よ
る
一
時
的
な
義
務
の

免
除
と
い
う
形
で
承
認
し
て
き
た
。
し
か
し
ウ
ェ
!
バ
ー
に
よ
る
承
認
は
一

0
年
間
と
い
う
期
限
付
さ
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
期
限
の
切

れ
る
八
一
年
以
降
に
つ
い
て
は
、
ガ
ッ
ト
と
し
て
こ
れ
を
ど
の
よ
う
に
取
り
扱
う
か
が
ハ
ッ
キ
リ
し
て
お
ら
ず
、
規
定
上
き
わ
め
て
不
安

定
な
も
の
に
と
い
と
ま
っ
て
い
た
。

「
授
権
条
項
」
は
こ
れ
を
最
恵
国
待
遇
の
適
用
除
外
と
明
記
し
た
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
一
般
特
恵
制

度
は
、
ガ
ッ
ト
上
、
従
来
の
よ
う
に
一
時
的
例
外
的
措
置
と
し
て
で
は
な
く
、
明
確
な
法
的
根
拠
を
も
つ
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る

」
と
に
な
っ
た
。

他
方
、

「
卒
業
条
項
」
は
、

「
授
権
条
項
」
に
明
示
さ
れ
た
対
発
展
途
上
国
特
別
優
遇
措
置
を
承
認
し
た
上
で
、
発
展
途
上
国
の
「
経

済
の
漸
進
的
な
発
展
及
び
貿
易
事
情
の
改
善
」
に
と
も
な
い
、
ガ
ッ
ト
上
の
「
譲
許
を
行
な
う
能
力
又
は
相
互
に
合
意
し
た
措
置
を
と
る

能
力
」
が
向
上
す
る
こ
と
を
期
待
し
、
「
そ
の
結
果
に
従
い
」
、
ガ
ッ
ト
の
よ
り
広
範
な
「
権
利
及
び
義
務
の
枠
組
み
に
更
に
十
分
に
参
加

す
る
」
こ
と
を
期
待
す
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。



「
卒
業
条
項
」
は
、

「
授
権
条
項
」
の
特
別
優
遇
措
置
と
く
に
一
般
特
恵
制
度
を
通
じ
て
、
特
定
の
発
展
途
上
国
に
お
い
て
経
済
開
発

が
進
展
し
輸
出
拡
大
が
す
す
む
の
に
応
じ
て
、
そ
の
発
展
途
上
国
ま
た
は
そ
の
発
展
途
上
国
の
特
定
輸
出
産
品
に
対
す
る
特
別
優
遇
措
置

を
徐
々
に
取
り
消
し
て
い
き
、
し
だ
い
に
現
行
ガ
ッ
ト
の
権
利
・
義
務
関
係
に
服
さ
せ
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
発
展
途
上

国
の
輸
出
拡
大
が
さ
ら
に
す
す
み
先
進
国
の
国
内
産
業
と
の
競
争
力
を
十
分
に
身
に
つ
け
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
現
行
ガ
ッ
ト
の
権
利
・
義

務
関
係
を
こ
え
て
、
各
種
コ

l
ド
に
規
定
さ
れ
て
い
る
よ
り
厳
し
い
貿
易
ル

i
ル
に
服
さ
せ
て
い
こ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
「
卒

業
条
項
」
は
、
二
段
が
ま
え
の
「
卒
業
」
を
予
定
し
て
い
る
。
対
発
展
途
上
国
特
別
優
遇
措
置
の
享
受
か
ら
現
行
ガ
ッ
ト
・
ル
ー
ル
の
遵

守
へ
、
さ
ら
に
現
行
ガ
ッ
ト
・
ル

l
ル
か
ら
各
種
コ

i
ド
類
の
定
め
る
貿
易
関
係
へ
の
参
加
、
と
い
う
よ
う
に
で
あ
る
。

「
卒
業
条
項
」
に
は
、
発
展
途
上
国
側
は
反
対
と
の
態
度
を
表
明
し
て
い
る
。
同
「
条
項
」
は
発
展
途
上
国
を
選
別
し
、
先
進
国
側
の

一
方
的
な
判
断
に
よ
っ
て
特
定
の
発
展
途
上
国
が
特
別
優
遇
措
置
か
ら
排
除
さ
れ
る
危
険
性
を
も
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
近
い

将
来
、
第
一
段
の
「
卒
業
」
問
題
が
先
進
国
側
に
よ
っ
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

東
京
ラ
ウ
ン
ド
の
「
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
」
第
一
文
書
は
、

「
授
権
条
項
」
に
お
い
て
一
般
特
恵
制
度
を
は
じ
め
と
す
る
対
発
展
途
上
国

特
別
優
遇
措
置
を
最
恵
国
待
遇
の
適
用
除
外
と
位
置
づ
け
、
か
つ
相
互
主
義
の
放
棄
を
再
確
認
し
て
、
七
七
ヵ
国
グ
ル
ー
プ
や
非
同
盟
諸

国
を
中
心
と
す
る
発
展
途
上
国
側
の
要
求
の
一
部
を
受
け
入
れ
、
こ
う
し
て
発
展
途
上
国
の
ガ
ッ
ト
離
反
の
傾
向
に
歯
止
め
を
か
け
よ
う

と
し
た
。
同
時
に
第
一
文
書
は
、

「
卒
業
条
項
」
を
設
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
特
定
の
発
展
途
上
国
の
先
進
国
市
場
へ
の
進
出
と
い
う
事

態
に
対
応
し
う
る
よ
う
に
、
特
別
優
遇
措
置
に
も
と
づ
く
保
護
体
制
か
ら
の
離
脱
へ
の
道
を
も
用
意
し
た
の
で
あ
る
。

な
お
東
京
ラ
ウ
ン
ド
は
、
各
種
コ

l
ド
類
を
締
結
し
て
、

こ
れ
ら
コ
!
ド
の
受
諾
国
に
つ
い
て
の
み
適
用
さ
れ
る
貿
易
ル

l
ル
(
現
行

ガ
ッ
ト
の
権
利
・
義
務
関
係
よ
り
も
厳
し
い
ル
l
ル
〉
を
設
け
た
。

各
種
コ

l
ド
類
の
受
諾
国
は
ほ
と
ん
ど
が
先
進
国
で
あ
る
の
で
、
各
種
コ

発
展
途
上
国
と
国
際
貿
易
体
制
っ
て
完
)

i¥. 
九
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ー
ド
類
の
定
め
る
ル

l
ル
に
も
と
づ
く
貿
易
体
制
は
、
先
進
国
中
心
の
体
制
で
あ
る
と
い
え
る
。
先
進
国
側
は
、
各
種
コ

l
ド
の
締
結
と

受
諾
を
通
じ
て
、
先
進
国
相
互
聞
に
固
有
な
貿
易
問
題
に
つ
い
て
は
先
進
国
間
で
の
み
調
整
し
解
決
を
図
る
体
制
を
ガ
ッ
ト
上
で
確
立
し

た
の
で
あ
る
。

(

1

)

東
京
ラ
ウ
ン
ド
交
渉
と
ぞ
の
成
果
に
つ
い
て
は
、
東
京
ラ
ウ
ン
ド
研
究
会
編
『
束
京
ラ
ウ
ン
ド
の
全
貌
』

ラ
ウ
ン
ド
関
係
協
定
集
』
(
白
本
関
税
協
会
)
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(

2

)

東
京
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
締
結
さ
れ
た
国
際
コ

i
ド
類
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
(
い
ず
れ
も
略
称
Y
す
な
わ
ち
、
川
ダ
ン
ピ
ン
グ
防
止
協
定
、

同
補
助
金
・
相
殺
措
置
に
関
す
る
協
定
、
川
関
税
評
価
に
関
す
る
協
定
(
議
定
書
を
含
む
)
、
凶
技
術
的
貿
易
障
害
に
関
す
る
協
定
(
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
)
、
同
輸
入
許
可
手
続
に
関
す
る
協
定
(
ラ
イ
セ
ン
シ
ン
グ
)
、
川
航
空
機
協
定
、
川
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
、
川
国
際
酪
農
品
取
極
、
川
牛
肉

取
極
、
側
世
界
貿
易
を
律
す
る
た
め
の
枠
組
み
(
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
マ
お
よ
び
制
農
業
に
関
す
る
多
角
的
枠
組
み
、
で
あ
る
。

(
3
〉
「
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
」
に
は
、
第
一
・
第
三
の
文
書
の
ほ
か
に
、
吹
の
三
つ
の
文
書
が
含
ま
れ
て
い
る
@
す
な
わ
ち
「
国
際
収
支
の
擁
護
を
目

的
と
し
た
貿
易
措
置
に
関
す
る
宣
一
一
一
一
己
、
「
通
報
、
協
議
、
紛
争
解
決
及
び
監
視
に
関
す
る
了
解
事
項
」
お
よ
び
「
輸
出
制
限
及
び
輪
出
課
徴
金
に
関

す
る
了
解
事
項
」
で
あ
る
@

(
4
〉
「
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
」
第
一
文
書
と
く
に
「
授
権
条
項
」
と
「
卒
業
条
項
」
に
つ
い
て
の
考
察
は
、
西
国
勝
喜
「
東
京
ラ
ウ
ン
ド
と
発
展
途
上

国
貿
易
問
題
1

1
国
際
的
『
特
別
優
遇
』
体
制
か
ら
の
『
卒
業
』
問
題
を
中
心
に
1
1
0
」
(
熊
本
商
科
大
学
『
海
外
事
情
研
究
片
第
八
巻
第
一
号
)

に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
@

(
日
本
関
税
協
会
)
お
よ
び
『
東
京

む

す

び

第
一
回

U
N
C
T
A
D
総
会
か
ら
新
国
際
経
済
秩
序
樹
立
宣
言
、
さ
ら
に
今
回
の

U
N
C
T
A
D
総
会
に
い
た
る
発
展
途
上
国
側
の
貿

易
面
で
の
要
求
は
、
川
一
次
産
品
輸
出
国
で
あ
る
と
い
う
立
場
か
ら
、

一
次
産
品
の
価
格
安
定
と
輸
出
所
得
の
増
大
を
保
証
す
る
こ
と
、

川
製
品
・
半
製
品
に
つ
い
て
も
、
発
展
途
上
国
の
輸
出
が
拡
大
す
る
よ
う
に
先
進
国
市
場
を
開
放
す
る
措
置
を
と
る
こ
と
、
を
主
要
な
内



%) 

60 年 代 70 年 代

発展途上国|先進国発展途上国!先進国

実質 GDP成長率

一 人 4 、" 7こ り 3.5 3.8 3.6 2.7 

(総 額〉 5.8 5.0 5.9 3.5 

工業生産増加率| 3.0 I 

輸 仕i 増加 率 6.8 9.2 21.8 16.9 

輸出数量増加率 5.6 7.5 4.5 6.0 

輸出価格増加率 0.4 0.9 17.8 10.4 

輸入増加 率 5.8 9.3 19.6 17.4 

輸入数量増加率 4.1 7.9 6.5 4.9 

輸入価格増加率 0.9 0，7 12.3 11.8 

農業生産増加率

一人 当 た り O. 7 1.2 0.0 1.2 

(総 量〉 3.4 2. 1 2.3 2.0 

(単位発展途上国の経済成長の推移第 1表

発
展
途
上
国
と
国
際
貿
易
体
制
っ
て
完
)

数字は年平均伸び率である。
UN-SY UN-Handbook of International Trade and Development Statistics 
昭和57年版『通商白書』第1-2-3表。

〈備考〉

(資料〉

〈出所〉

容
と
し
て
い
た
。

つ
ま
り
発
展
途
上
国
の
輸
出
拡
大
と

そ
れ
を
保
証
す
る
諸
措
置
に
か
ん
す
る
要
求
を
中
心
と

す
ろ
も
の
で
あ
っ
た
。
と
く
に
一
次
産
品
輸
出
に
か
ん

す
る
要
求
に
重
点
が
お
か
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

発
展
途
上
国
の
輸
出
は
六

0
年
代
に
は
先
進
国
の
そ

れ
と
比
較
し
て
よ
り
緩
慢
な
拡
大
に
と
ど
ま
っ
て
い
る

が
、
七

0
年
代
に
は
先
進
悶
を
上
回
る
テ
ン
ポ
で
増
大

し
て
き
た
。
す
な
わ
ち
発
展
途
上
国
と
先
進
国
の
輸
出

増
加
率
は
、
六

0
年
代
に
は
年
平
均
六
・
八
Mm
と
九

二
Mm
で
あ
っ
た
が
、
七

0
年
代
に
は
一
二
・
八
Mm
と

六
・
九
Mm
に
な
っ
て
い
る
(
第
一
表
参
照
)
。

統
計
資
料

を
み
る
眼
り
、
発
展
途
上
国
の
輸
出
拡
大
要
求
は
、
六

。
年
代
は
と
も
あ
れ
、
七

0
年
代
に
は
か
な
り
実
現
さ

れ
て
き
て
い
る
と
い
え
る
。

し
か
し
七

0
年
代
に
お
け
る
発
展
途
上
国
の
輸
出
拡

大
は
、

一
部
発
展
途
上
国
の
輸
出
増
大
に
よ
っ
て
達
成

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
第
二
表
を
み
て
み
よ
う
。
こ
れ

九
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輸出 ~II |国 1 凶\~国 \c国I :b ¥ァ|ン会|他|進国|進国|他 1幽

世 界 i70|100470518hi|山8[615123!7判 gillOO811100. 0;65.1!25. 31 7.4117.91 4.51 8.21 6.71 5.9[10.31 2.6112.41 8.5 

進工時明業知国 }図阿i1|h同川6ω削ω9口げ7ザ川|
60.1¥42.0¥14.9¥ 5. 41 9.51 3.31 4.2¥ 3.9¥ 3.4¥ 6.211. 5¥ 7.21 2. 6 

展途よ国 [片守ヤ[ド7川1刊吋中9オ4811 30. 6'20. 31 8. 51 1. 61 6. 91 O. 91 3. 41 2. 51 1. 81.3. 71 1. 01 3. 91 1. 4 
OPECiii5川 1110111010汁諸国 13. 9110. 21 3. 41 o. 21 3. 21 O. 211. 5i 1. 31 o. 51 2. 01 O. 411. 0; O. 2 

同 PECf114川 3401240什諸国 81116.7110.01 5.11 1. 41 3.71 0.61 1.91 1.21 1. 31 1. 71 0.61 2.91 1. 2 

!アフリカ 17134310什 0102101i01010101021地 8113.81 3.01 0.51 0.11 0.51 0.11 0.11 0.31 0.11 0.21 0.01 0.31 0.1 

アジア同 5134110什。什 0403101010403

テン「1E14111a411サ。川中 1a10104アメリカ 8116.01 3.71 1. 71 0.31 1. 41 0.21 0.11 1. 31 0.11 0.41 0.11 1.21 O. 5 
J.JO 

そ の 他咽li;i1!
5 4判3.6司~Iドμ川11司~I判|ド川川O勺q;1十判lドい川1川オ~[川|12.2! 8.11 3.41 o. 61 2.81 0.31 1. 31 0.61 1. 11 2.21 0.51 0.81 0.5 

進同 3i|2刊 011ojl011011olio3105|010101形 工業国 8.41 5.11 2.71 0.81 2.01 0.21 1. 11 0.41 1. 01 0.71 O. 41 1. 61 0.4 

態準中華 lz1211401010401010川 04011oiO1ヱ国 2.0: 1.1! 0.71 0.21 0.51 0.01 0.41 0.11 0.21 0.41 0.11 O. 31 0.2 

リ そ の 他 |障;2到~I円(ド円川川H吋吋叩4オ寸{す山吋10円吋Oηオrlド2.9判 2守叶?1ドいOω5叶1 :4机判1ド川同O勺味~Iれ判iド川川O勺オ中~[十州|ド阿O甘4刊川2汁サ中十:4r十|ドい1.1 20. 3!14. 11 5.11 0.71 4.41 0.61 1. 91 2.01 0.61 2.61 0.51 2.01 0.9 

共産圏 12l1042411011104010134H111;|639.31 2.81 1. 91 0.41 1.51 0.31 0.61 0.31 0.71 0.31 0.01 1. 61 4. 5 

世界貿易マトリックス第 2表

九
〈備考)1.各グループ間貿易の世界貿易に占めるシェア(%)である。
2.中進工業国〈地域〉は韓国，台湾，香港，シンガポーノレ，ブラジノレ， メキシコ，ス
ペイン，ポルトガJレ，ギリシャ，ユーゴスラピアの10か国，準中進工業国はアルゼ
ンチ:Y，ヨロンピア， 7 ィリピン， タイ，マレイシア， トノレコの6か国である。
3.本表はUN-MBSを基礎にして作成したが，台湾は国連に含まれないため， 70年
はIMF-DOT，81年は進出口貿易統計月報により加算した。また，スペイン，
ポルトガル，ギリシャ，ユーゴスラピアの4か国はUN-MBSには先進エ業国に
含まれるため， IMF-DOTにより先進工業国から除き，発展途上国に加算した。

(資料)UN-MB~， IMF-DOT，台湾進出口貿易統計月報。
(出所〉昭和58年版『通商白書』第1-2-12表。



は
七

O
年
と
八
一
年
の
世
界
貿
易
に
占
め
る
発
展
途
上
国
の
シ
ェ
ア
を
示
し
て
い
る
。
世
界
輸
出
に
占
め
る
発
展
途
上
国
全
体
の
シ
ェ
ア

は
七

O
年
の
一
九
・
八
%
か
ら
八
一
年
に
は
三

0
・
六
Mm
に
増
大
し
て
い
る
が
、

こ
の
増
大
は

O
P
E
C諸
国
(
七
O
年
の
五
・
七
Mm
か
ら

八
一
年
に
は
一
三
・
九
Mm
へ
〉
と
中
進
工
業
国
(
同
じ
く
三
・
五
Mm
か
ら
八
・
四
%
へ
〉
の
両
グ
ル
ー
プ
の
シ
ェ
ア
拡
大
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

両
グ
ル
ー
プ
を
除
く
そ
の
他
の
発
展
途
上
国
の
シ
ェ
ア
を
こ
れ
ら
の
数
字
か
ら
計
算
し
て
み
る
と
、
そ
れ
は
七

O
年
の
一

0
・
六
Mm
か
ら

八
一
年
に
は
八
・
一
二
必
へ
と
、
逆
に
ニ
・
コ
一
Mm
ポ
イ
ン
ト
も
低
下
し
て
い
る
。

O
P
E
C諸
国
の
輸
出
シ
ェ
ア
の
拡
大
は
、
周
知
の
よ
う
に
、
七
三
・
七
四
年
と
七
九
・
八

O
年
の
二
度
に
わ
た
る
原
油
価
格
の
大
幅

引
き
上
げ
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
原
油
価
格
の
大
幅
引
き
上
げ
は
、
七
三
年
以
前
に
お
け
る
国
連
で
の
「
天
然
資
源
恒
久
主
権
に
関
す
る

決
議
」
を
は
じ
め
と
す
る
発
展
途
上
国
の
全
体
と
し
て
の
攻
勢
を
ふ
ま
え
て
、
か
つ
生
産
国
同
盟
と
し
て
の
一

O
年
余
の
経
験
に
も
と
づ

い
て
、

O
P
E
C諸
国
が
一
致
団
結
し
て
自
ら
の
要
求
を
先
進
国
側
に
強
制
し
て
か
ち
と
っ
た
も
の
で
あ
る
。

O
P
E
C
い
が
い
に
も
同
じ
よ
う
な
一
次
産
品
の
生
産
国
同
盟
が
結
成
さ
れ
て
い
た
し
、

O
P
E
C
の
価
格
引
き
上
げ
成
功
後
に
も
多

く
の
生
産
国
同
盟
が
形
成
さ
れ
る
が
、

O
P
E
C
ほ
ど
の
成
功
を
お
さ
め
て
い
な
い
。
そ
れ
は
、
現
代
の
先
進
国
経
済
に
お
け
る
当
該
資

源
の
重
要
度
、
資
源
の
偏
在
と
輸
出
の
独
占
、
代
替
資
源
な
ど
の
点
で
、
石
油
の
よ
う
に
有
利
な
地
位
を
占
め
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ

る
他
方
、
中
進
工
業
国
の
輸
出
シ
ェ
ア
の
拡
大
は
、
工
業
製
品
の
輸
出
拡
大
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
中
進
工
業
国
は
1
1
1
と
く
に
ア
ジ
ア

の
中
進
工
業
国
に
お
い
て
み
ら
れ
る
こ
と
だ
が
1
1
8
、
積
極
的
に
輸
出
指
向
工
業
化
を
推
進
し
、
先
進
国
の
国
内
市
場
を
中
心
と
す
る
世

界
の
工
業
製
品
市
場
へ
進
出
し
て
い
っ
た
。
中
進
工
業
国
の
輸
出
拡
大
は
、

一
部
に
は
一
般
特
恵
制
度
の
実
施
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、

大
部
分
は
先
進
国
の
多
国
籍
企
業
と
結
び
つ
き
、
そ
の
世
界
戦
略
の
も
と
で
い
わ
ゆ
る
国
際
的
下
請
生
産
を
行
な
い
、
そ
こ
で
生
産
さ
れ

発
展
途
上
国
と
国
際
貿
易
体
制
っ
て
完
)

九
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た
工
業
製
品
を
先
進
国
市
場
へ
輸
出
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
こ
う
し
た
積
極
的
な
輸
出
指
向
工
業
化
は
、
同
時
に

先
進
国
か
ら
の
機
械
・
設
備
や
原
料
・
半
製
品
の
輸
入
を
増
大
さ
せ
、
多
額
の
貿
易
収
支
赤
字
を
生
む
こ
と
に
な
っ
た
。

八
0
年
代
に
入
る
と
、
世
界
は
先
進
国
を
は
じ
め
と
し
て
深
刻
な
不
況
に
お
ち
い
り
、
世
界
貿
易
は
八
一
年
、
八
二
年
と
二
年
連
続
し

て
前
年
か
ら
減
少
し
た
。
不
況
の
深
刻
化
に
と
も
な
い
、
世
界
の
石
油
需
要
は
低
迷
し
、
八
三
年
三
月
、

O
P
E
C
諸
国
は
一
バ
ー
レ
ル

当
り
五
ド
ル
の
原
油
価
格
引
き
下
げ
を
発
表
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
。
中
進
工
業
国
も
、
世
界
的
不
況
と
先
進
国
に
お
け
る
保
護
主
義

の
台
頭
に
よ
り
輸
出
が
伸
び
悩
み
、
大
き
な
貿
易
収
支
赤
字
を
だ
す
に
い
た
る
。
こ
れ
に
加
え
て
、
先
進
国
か
ら
導
入
し
た
資
本
に
対
す

る
利
潤
・
利
子
の
送
金
が
増
大
し
、
国
際
収
支
の
赤
字
が
拡
大
し
て
膨
大
な
対
外
債
務
を
累
積
さ
せ
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
発
展
途
上
国
が
要
求
し
つ
づ
け
て
き
た
輸
出
拡
大
は
、
七

0
年
代
に
は
、

O
P
E
C
諸
国
や
中
進
工
業
国
に
お
い
て

顕
著
に
み
ら
れ
た
。
し
か
し
貿
易
の
制
度
面
に
お
け
る
要
求
の
実
現
は
、
わ
ず
か
な
も
の
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
主
な
成
果
は
、

般
特
恵
制
度
の
発
足
、
貿
易
交
渉
に
お
け
る
相
互
主
義
の
放
棄
お
よ
び
発
展
途
上
国
に
お
け
る
輸
入
制
限
拡
大
の
容
認
に
す
ぎ
な
い
。

一
般
特
恵
制
度
は
、
第
一
回
U
N
C
T
A
D
総
会
に
お
い
て
発
展
途
上
国
側
が
も
っ
と
も
重
要
視
し
た
要
求
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
こ
れ

は
七
一
年
か
ら
七
六
年
に
か
け
て
実
施
に
移
さ
れ
て
い
き
、
中
進
工
業
国
を
中
心
と
す
る
発
展
途
上
国
の
輸
出
拡
大
に
一
定
の
貢
献
を
し

て
き
た
。
対
象
品
目
や
セ

l
フ
ガ

i
ド
措
置
な
ど
に
つ
い
て
不
十
分
な
側
面
を
残
し
て
は
い
る
が
、
発
展
途
上
国
に
と
っ
て
貴
重
な
成
果

の
一
つ
で
あ
る
。
ま
た
同
総
会
い
ら
い
発
展
途
上
国
側
が
要
求
し
つ
づ
け
て
き
た
一
次
産
品
の
価
格
安
定
と
輪
出
所
得
の
拡
大
に
つ
い
て

は
、
第
四
回

U
N
C
T
A
D
総
会
に
お
い
て
一
次
産
品
総
合
計
画
と
し
て
改
め
て
提
案
さ
れ
る
が
、

そ
の
中
核
を
な
す
共
通
基
金
ハ
当
初

原
案
よ
り
大
幅
に
縮
小
さ
れ
た
基
金
)
は
い
ま
だ
発
足
せ
ず
、

個
別
商
品
協
定
の
締
結
も
は
か
ば
か
し
い
進
展
を
み
せ
て
い
な
い
。

そ
し
て

総
合
計
画
に
も
ら
れ
て
い
る
一
次
産
品
輸
出
所
得
補
償
制
度

(
S
T
A
B
E
X
〉
も
な
お
検
討
の
段
階
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
(
E
C
は
A
C
P



〈

1
〉

諸
国
に
対
し
て
す
で
に
七
六
年
か
ら
S
T
A
B
E
X
を
実
施
し
て
い
る
〉
。

相
互
主
義
の
放
棄
は
、
ガ
ッ
ト
第
四
部
に
明
記
さ
れ
、
東
京
ラ
ウ
ン
ド
の
「
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
」
で
再
確
認
さ
れ
た
。
こ
れ
は
貿
易
交

渉
の
さ
い
発
展
途
上
国
に
は
代
償
を
求
め
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
っ
て
、
発
展
途
上
国
の
関
税
・
非
関
税
障
壁
の
軽
減
・
撤
麗
要
求
の
す

べ
て
を
受
け
入
れ
る
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。
東
京
ラ
ウ
ン
ド
交
渉
に
お
い
て
も
、
発
展
途
上
国
の
要
求
の
う
ち
の
一
部
、
す
な
わ
ち
熱

帯
産
品
な
ど
の
関
税
引
き
下
げ
や
一
般
特
恵
へ
の
一
部
品
目
の
追
加
が
な
さ
れ
た
に
と
ど
ま
っ
た
。
相
互
主
義
の
放
棄
は
、
こ
れ
ま
で
の

と
こ
ろ
、
発
展
途
上
国
の
輸
出
拡
大
に
大
き
く
貢
献
す
る
も
の
と
は
な
っ
て
い
な
い
。

輸
入
面
に
か
ん
す
る
も
の
で
は
、
東
京
ラ
ウ
ン
ド
の
「
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
」
第
三
文
書
で
承
認
さ
れ
た
ガ
ッ
ト
第
一
八
条
の
改
革
が
あ

る
。
同
文
書
は
、
第
一
に
、
発
展
途
上
国
が
「
特
定
産
業
の
確
立
」
を
促
進
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
加
え
て
、

「
新
た
な
生
産
構
造
の
開

発
」
ま
た
は
「
既
存
の
生
産
構
造
の
転
換
若
し
く
は
拡
大
」
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
も
、
譲
許
の
修
正
・
撤
回
や
輪
入
制
限
の
導
入
を

認
め
る
こ
と
と
し
た
。
第
ニ
に
、
こ
う
し
た
措
置
を
と
る
場
合
の
手
続
き
や
適
用
条
件
を
緩
和
し
て
、
第
一
入
条
を
運
用
し
や
す
い
よ
う

に
し
た
。
同
文
書
に
よ
る
第
一
八
条
改
革
が
発
展
途
上
国
の
「
特
定
産
業
確
立
」
や
「
新
た
な
生
産
構
造
開
発
」
と
「
既
存
の
生
産
構
造

転
換
・
拡
大
」
に
お
い
て
演
ず
る
役
割
は
、
第
一
人
条
が
従
来
ほ
と
ん
ど
活
用
さ
れ
な
か
っ
た
経
緯
と
今
回
の
改
革
内
容
か
ら
み
て
、
発

展
途
上
国
に
と
っ
て
あ
ま
り
期
待
の
も
て
る
も
の
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

新
国
際
経
済
秩
序
樹
立
要
求
の
大
半
、
と
く
に
発
展
途
上
国
の
輸
出
拡
大
を
保
証
す
る
詰
措
置
に
か
ん
す
ろ
要
求
は
、
先
進
国
側
が
そ

れ
に
同
意
し
、
先
進
国
側
に
お
い
て
そ
れ
を
可
能
に
す
る
政
策
を
発
動
し
て
は
じ
め
て
実
現
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
六

0
年
代
中
頃
か
ら

七

0
年
代
中
頃
に
か
け
て
、
要
求
の
一
部
に
つ
い
て
で
は
あ
る
が
、
前
向
き
の
対
応
を
し
て
き
た
先
進
国
も
、
七

0
年
代
末
以
降
な
か
ん

ず
く
八

0
年
代
に
入
っ
て
か
ら
は
、
よ
り
厳
し
い
態
度
で
の
ぞ
む
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
そ
れ
を
示
す
代
表
的
な
例
の
一
つ
が
、
第
六
回

発
展
途
上
国
と
国
際
貿
易
体
制
。
一
・
完
)

九
五
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U
N
C
T
A
D
総
会
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
代
表
H
ダ
ム
国
務
副
長
官
の
演
説
で
あ
る
。
同
副
長
官
は
、

〈

2
》

済
の
持
続
的
成
長
に
よ
っ
て
解
決
す
べ
き
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
に
「
世
界
経
済
の
持
続
的
成
長
」
と
は
、
先
進
国
を
中
心
と

「
発
展
途
上
国
の
困
難
は
世
界
経

し
た
成
長
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
こ
の
演
説
は
、
先
進
国
が
不
況
を
克
服
し
経
済
成
長
を
達
成
し
て
は
じ
め
て
、
発
展
途
上
国

の
輸
出
拡
大
や
開
発
促
進
が
可
能
に
な
る
と
い
う
考
え
方
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
こ
の
考
え
方
に
よ
れ
ば
、
発
展
途
上

国
の
要
求
は
、
先
進
国
の
景
気
回
復
に
直
接
役
立
つ
も
の
は
一
つ
も
な
い
の
だ
か
ら
、
真
面
目
な
検
討
に
値
し
な
い
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
ア
メ
リ
カ
は
、
同
副
長
官
の
演
説
を
通
じ
て
、
発
展
途
上
国
側
の
要
求
に
積
極
的
に
応
え
る
意
志
が
ま
っ
た
く
な
い
こ
と
を
表
明
し

た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
先
進
国
側
の
対
応
に
直
面
し
て
、
発
展
途
上
国
側
は
、
発
展
途
上
国
相
互
聞
の
経
済
協
力
を
よ
り
重
視
す
る
方
向
に
む
か
つ

て
い
く
。
例
え
ば
、
第
七
回
非
同
盟
諸
国
首
脳
会
議
の
「
経
済
宣
言
」
は
、
発
展
途
上
国
相
互
間
の
経
済
協
力
問
題
を
取
り
上
げ
て
次
の

よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
発
展
途
上
諸
国
間
の
経
済
協
力
は
、
こ
れ
ら
諸
国
の
集
団
的
自
立
を
増
進
し
、
発
達
し
た
諸
国
と
の
交
渉
に
お
い
て
対
抗
力
を
強
化

す
る
た
め
の
重
要
な
手
段
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
諸
国
の
集
団
的
自
立
の
発
展
は
、
各
国
の
経
済
的
、
政
治
的
安
定
に
と
っ
て
計
り
し

れ
な
い
貢
献
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
ま
た
、
新
国
際
経
済
秩
序
の
樹
立
に
お
い
て
カ
ギ
と
な
る
要
求
の
一
つ
で
も
あ
る
。
発
展
途
上

国
聞
の
協
力
は
ま
た
、
国
際
経
済
関
係
の
構
造
転
換
の
重
要
な
手
段
の
一
つ
で
も
あ
る
。
発
展
途
上
諸
国
聞
の
経
済
協
力
は
、
発
展
途
上

諸
国
で
入
手
で
き
る
人
的
、
物
的
、
財
政
的
、
技
術
的
資
源
を
、
こ
れ
ら
諸
国
の
個
別
的
、
集
団
的
福
祉
の
た
め
に
、
合
理
的
か
つ
効
率

的
に
利
用
す
る
た
め
の
貴
重
な
手
段
と
な
り
う
る
。
」

「
経
済
宣
言
」
は
さ
ら
じ
、
こ
こ
数
年
「
発
展
途
上
諸
国
聞
の
二
国
間
協
力
、
小
地
域
的
お
よ
び
地
域
的
協
力
は
か
な
り
強
化
さ
れ



た
」
と
し
、
発
展
途
上
諸
国
は
「
全
体
と
し
て
み
れ
ば
広
大
な
市
場
を
な
し
て
い
る
」
の
で
、

寸
発
展
途
上
諸
国
聞
の
経
済
協
力
の
広
大

な
可
能
性
が
全
面
的
に
探
求
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
に
設
置
さ
れ
て
い
る
「
国
際
公
共
企
業

セ
ン
タ
ー
」
(
I
C
P
E
)
|
|
公
共
企
業
の
運
営
の
領
域
に
お
け
る
発
展
途
上
国
聞
の
技
術
的
・
経
済
的
協
力
活
動
を
促
進
す
る
機
関
|

ー
の
活
動
を
高
く
評
価
し
、
早
急
に
完
了
す
べ
き
主
要
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、

ωハ
バ
ナ
に
「
多
国
籍
企
業
に
か
ん
す
る
情
報
セ
ン
タ

i
」
の
設
置
、
帥
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
に
「
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー
」
の
設
置
、
付
「
経
済
・
社
会
発
展
の
た
め
の
非
同
盟
連
帯
基
金
L

の
運
営

開
始
、
判
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
閣
発
制
度
」
の
設
立
、
制
「
生
産
者
連
合
理
事
会
」
の
設
立
、
を
あ
げ
て
い
る
。

ま
た
七
七
ヵ
国
グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
は
、
発
展
途
上
国
聞
の
「
包
括
的
貿
易
特
恵
制
度
」
に
か
ん
す
る
交
渉
の
開
始
、

「
技
術
・
経
済

協
力
の
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
発
機
構
」
に
つ
い
て
の
提
案
の
検
討
、

「
発
展
途
上
諸
国
の
た
め
の
銀
行
」
設
立
の
可
能
性
に
か
ん
す

る
研
究
な
ど
に
着
手
し
て
い
る
。

発
展
途
上
国
は
相
互
間
協
力
の
輝
か
し
い
先
例
と
し
て
O
P
E
C
の
成
功
を
経
験
し
て
い
る
。
ま
た
七

0
年
代
に
は
、
発
展
途
上
国
相

五
間
貿
易
が
大
幅
に
拡
大
し
て
き
て
い
る
。
す
な
わ
ち
第
二
表
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
世
界
貿
易
に
占
め
る
発
展
途
上
国
相
互
間
貿
易
の

シ
ェ
ア
は
、
七

O
年
の
四
・
一
目
%
か
ら
八
一
年
に
は
八
・
五
銘
へ
と
倍
増
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
シ
ェ
ア
倍
増
は
O
P
E
C
諸
国
と

中
進
工
業
国
に
よ
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
今
後
は
、
こ
れ
ら
両
グ
ル
ー
プ
い
が
い
の
発
展
途
上
国
を
も
含
め
た
相
互
間
経
済
協
力
が
よ
り

い
っ
そ
う
重
視
さ
れ
1

1
い
う
ま
で
も
な
く
従
来
か
ら
の
先
進
国
に
対
す
る
制
度
改
革
・
政
策
転
換
の
要
求
は
引
き
続
き
展
開
さ
れ
て
い

く
が
|
l
i
、
集
団
的
自
立
の
諸
方
策
が
具
体
的
に
探
求
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

も
ち
ろ
ん
、
発
展
途
上
国
相
互
聞
の
経
済
協
力
は
、
八

0
年
代
に
な
っ
て
は
じ
め
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
問
題
で
は
な
い
。
七
四
年
の
国

連
決
議
「
新
国
際
経
済
秩
序
樹
立
に
関
す
る
宣
言
」
と
「
同
行
動
計
画
」
に
お
い
て
も
、

「
発
展
途
上
国
相
互
間
の
経
済
・
貿
易
・
財
政

発
展
途
上
国
と
国
際
貿
易
体
制
(
ニ
・
完
〉

九
七
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・
技
術
協
力
の
強
化
」
、
「
発
展
途
上
国
聞
の
集
団
的
自
立
と
協
力
の
増
大
」
が
う
た
わ
れ
て
い
た
。
だ
が
、

八

0
年
代
に
入
っ
て
、
先
進

国
は
と
く
に
深
刻
な
不
況
に
直
面
し
た
の
で
あ
り
、
発
展
途
上
国
に
対
し
て
対
決
姿
勢
を
強
め
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。
六

0
年
代
や
七

0
年
代
に
お
い
て
も
、
先
進
国
は
経
済
が
順
調
に
成
長
し
て
い
る
と
き
に
は
比
較
的
柔
軟
な
対
応
を
み
せ
て
き
た
が
、
不
況
に
陥
っ
た
と

き
に
は
強
硬
な
対
応
を
示
し
て
き
た
。
ダ
ム
国
務
副
長
官
の
演
説
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
先
進
国
側
は
、
国
内
に
お
い
て
景
気
回
復
が
す

す
み
「
持
続
的
成
長
」
が
達
成
さ
れ
な
い
限
り
、
発
展
途
上
国
の
要
求
に
対
し
て
厳
し
い
態
度
を
取
り
続
け
て
い
く
も
の
と
み
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
状
況
の
も
と
で
は
、
発
展
途
上
国
が
先
進
国
か
ら
制
度
改
革
・
政
策
転
換
を
か
ち
と
る
の
は
容
易
で
は
な
い
。
そ
こ
で
発
展
途

上
国
は
、
新
国
際
経
済
秩
序
の
樹
立
に
向
け
て
、
当
面
は
、
相
互
間
協
力
の
促
進
に
従
来
よ
り
も
多
く
の
努
力
を
注
い
で
い
く
こ
と
に
な

ハ
4
〉

る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

（1）

E
C
の
輸
出
所
得
補
償
制
度
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
第
三
世
界
と
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」

書
一
房
一
〉
所
収
、
一
一
一
一
一

1
二
一
六
ペ
ー
ジ
〉
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
2
〉
『
朝
日
新
聞
』
、
一
九
八
三
一
年
七
月
五
日
＠

（3
）
『
世
界
政
治
』
、
一
九
八
三
年
六
月
上
旬
号
＠

ハ
4
〉
発
展
途
上
国
が
経
済
開
発
を
推
進
し
経
済
的
自
立
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
な
に
よ
り
も
ま
ず
園
内
に
お
け
る
経
済
改
革
が
必
要
で
あ
る
＠
新

国
際
経
済
秩
序
樹
立
要
求
は
、
そ
れ
が
ま
さ
に
国
際
秩
序
を
問
題
に
し
て
い
る
た
め
に
、
と
く
に
そ
の
大
き
な
柱
と
し
て
主
権
尊
重
、
内
政
不
干
渉

を
か
か
げ
て
い
る
た
め
に
、
各
国
の
国
内
改
革
の
問
題
に
は
立
ち
入
り
え
な
い
性
格
を
有
し
て
い
る
。
こ
こ
に
発
展
途
上
国
の
経
済
開
発
推
進
と
経

済
自
立
達
成
に
と
っ
て
の
、
新
国
際
経
済
秩
序
樹
立
要
求
の
限
界
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。

（
遠
藤
浩
一
一
縞
『
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
国
際
関
係
』
〈
晃
洋




